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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 

 

 



 
 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 
 X 0037：0000 
 (ISO/IEC 2382-37：2022) 

情報技術－用語－バイオメトリクス 
Information technology－Vocabulary－Biometrics 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 3 版として発行された ISO/IEC 2382-37 を基に，技術的内容及び構成を変更す

ることなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格の主な目的は，バイオメトリクスを主題とする分野における概念の体系的な記述を提供し，こ

の主題とする分野における用語の使用を明確にすることである。バイオメトリクスを主題とする分野は，

副分野（サブフィールド）に分類される。 

この規格は，バイオメトリクス標準化担当者とこれらの規格の利用者とに向けられている。 

この規格が定義する用語は，バイオメトリクスを主題とする分野の文脈の中で理解するべきものである。

様々な対象分野に用語が存在する場合は，該当する対象分野を山括弧で囲んで表記している。 

この規格における全ての用語の付番は，その用語を作成した合同専門委員会 ISO/IEC/JTC 1 の分科委員

会を示す“37”で始まる。これは，ISO/IEC 2382 シリーズの他の全ての部と一致する。この規格内の各項

目の後続の数値見出し（37.xx）は，用語が，主に該当する概念マップ内の最上位カテゴリーの番号を表す。

これは，ISO 10241-1:2011，5.1.2 で記載する“体系的順序”と整合しており，その中で標題は概念体系を

反映している。3 番目の数値指示子（37.xx.yy）は，ISO 10241-1:2011 の 5.1.3 に記載する“混合順序”であ

る。幾つかの一般的な見出しの下に，この規格の用語をリスト表示する。 

配置は，ISO 10241-1 の指示に従う。したがって，登録の要素を，次の順序で表記する。 

－ 語番号（必須） 

－ 優先用語（必須） 

－ 代替用語 

－ 推奨しない用語 

－ 定義（必須） 

－ 例 

－ 注釈 

五十音順索引及びアルファベット順の索引は，優先用語及び代替用語を含む。 

1 適用範囲 

この規格は，人を認識するバイオメトリクスの分野に関連する概念の体系的記述を確立する。また，こ
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の規格は，バイオメトリクスに関する既存の国際規格で使用する変形語を，優先用語と照らし合わせて調

整することで，この分野における用語の使用を明確にする。 

この規格は，情報技術，パターン認識，生物学，数学などからの概念（用語で表現する）を網羅してい

ない。バイオメトリクスでは，このような分野の知識を基礎として使用する。 

原則として，モード固有の用語はこの規格の適用範囲外である。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO/IEC 2382-37:2022，Information technology－Vocabulary－Part 37: Biometrics（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

ISO 及び IEC は，標準化に使用する用語データベースを次のアドレスで維持している。 

－ IEC Electropedia: https://www.electropedia.org/ 

－ ISO Online browsing platform: https://www.iso.org/obp 

3.1 一般概念に関連する用語 

37.01.01 
バイオメトリック（形容詞）［biometric（adj）］ 

バイオメトリクス（37.01.03）の，又はバイオメトリクスと関係する 

注釈 1 例えば，バイオメトリック特性（37.01.02）の意味で，バイオメトリックを名詞として使用する

ことは，推奨しない。 

例 1 不適切な使用法#1：ICAO は，顔が渡航文書の実用性に最も適したバイオメトリックであると決

定した。 

例 2 正しい使用法#1：ICAO は，顔認識は，渡航文書の実用性に最も適したバイオメトリックモード

（37.02.05）であると決定した。 

例 3 不適切な使用法#2：パスポートに記録したバイオメトリックは，顔画像である。 

例 4 正しい使用法#2：パスポートに記録したバイオメトリック特性は，顔画像である。 

注釈 2 19 世紀後半から，バイオメトリクス及びバイオメトリーという用語は，関連医療科学を含む生

物科学のあらゆる種類のデータの計数，測定，統計分析という一般な意味合いで使ってきた。 

37.01.02 
バイオメトリック特性（biometric characteristic） 
推奨しない用語 バイオメトリック（名詞）［biometric（noun）］ 
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バイオメトリック認識（37.01.03）の目的で，区別可能で繰り返し可能なバイオメトリック特徴

（37.03.11）を抽出できる個人の生物学的及び行動的特性 

例 バイオメトリック特性の例には，ガルトン隆線構造，顔貌，顔のスキンテクスチャ，掌形，指形，

こう（虹）彩構造，手の静脈構造，手のひらの隆線構造（掌紋），網膜パターン，手書き署名など

がある。 

37.01.03 
バイオメトリック認識，バイオメトリクス（biometric recognition，biometrics） 

生物学的及び行動学的特性に基づいた個人の自動認識 

注釈 1 バイオメトリクスの分野（この規格で定義）では，“個人”は，人間だけを指す範囲に限定して

いる。 

注釈 2 バイオメトリクスの一般的な意味合いは，関連医療科学を含む生物科学のあらゆる種類のデー

タの計数，測定，統計分析を含む。 

注釈 3 バイオメトリック認識は，バイオメトリック確認（37.08.03）及びバイオメトリック識別（37.08.02）
を含む。 

注釈 4 自動認識は，完全なプロセスのために，又は人間が支援するために，機械ベースのシステムを

認識のために使用することを意味する。 

注釈 5 行動学的及び生物学的特性を完全に分離することは不可能である。これが，定義が“及び／又

は”の代わりに“及び”を使用する理由である。例えば，指紋画像は，指紋隆線パターンの生

物学的特性，及び指を提示する行動学的行為から生じる。 

注釈 6 “バイオメトリック確認又はバイオメトリック識別”の同義語としての“認証（authentication）”
の使用は，推奨しない。バイオメトリック認識という用語が望ましい。 

  注釈 7 この規格では，対応国際規格に同義を表す用語が存在しないことを踏まえ，日本語で利用され

ている“生体認証”を用語として定義しない。一方で，近年，一般消費者のための説明では，

“生体認証”が用いられる場面も多くなっている。そのため，“生体認証”を使用する場合には，

この規格が定める用語群（単独又は複数の組合せ）に照らして，それがどの用語に該当する内

容について説明しているのかを適切に把握した上で，注意深く利用することが望ましい。 

3.2 バイオメトリックシステムに関する用語 

37.02.01 
バイオメトリック取得サブシステム（biometric capture subsystem） 

バイオメトリック取得装置（37.04.01）及びバイオメトリック取得プロセス（37.05.02）を実行するため

に必要な幾つかのサブプロセス 

注釈 1 一部のバイオメトリックシステム（37.02.03）では，バイオメトリック特性（37.01.02）からの

信号を取得済みバイオメトリックサンプル（37.03.25）に変換するために，カメラ，写真用紙，

プリンター，デジタルスキャナー，インク，用紙などの複数の構成要素を含めることが可能で

ある。 

注釈 2 バイオメトリック取得サブシステムは，単一のバイオメトリック取得装置だけで構成可能であ

る。 

37.02.02 
バイオメトリック識別システム（biometric identification system） 

バイオメトリック識別（37.08.02）を目的としたシステム 
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37.02.03 
バイオメトリックシステム（biometric system） 

行動学的及び生物学的特性に基づいた個人のバイオメトリック認識（37.01.03）を行うためのシステム 

注釈 1 バイオメトリックシステムは，バイオメトリック（37.01.01）及び非バイオメトリックコンポー

ネントの両方を含む。 

37.02.04 
バイオメトリック確認システム（biometric verification system） 

バイオメトリック確認（37.08.03）を実行することを目的としたシステム 

37.02.05 
モード（mode） 
推奨しない用語 バイオメトリック（名詞）［biometric（noun）］ 

バイオメトリック特性（37.01.02）タイプ，センサータイプ及び処理方法の組合せ 

注釈 1 処理アルゴリズムは，複数の方法を含めてもよく，その詳細は，必ずしも外部に明らかではな

い。したがって，バイオメトリックシステム（37.02.03）は，別途指定しない限り，一つの処理

方法を使用するものとみなす。 

注釈 2 単一の種類のセンサー，処理方法，又はバイオメトリック特性の構成を決定することは，慣例

に依存する。例えば，現行の慣習では，親指及びその他の指の両方からの隆線パターンの画像

は，単一のバイオメトリック特性タイプ，すなわち指紋を表す。センサーに関しては，赤外線

及び可視光帯域幅センサーは異なるタイプとみなすが，可視光帯域幅センサーは，赤，緑及び

青の帯域幅を撮像しているにもかかわらず，単一タイプとみなす。 

37.02.06 
マルチモーダル，多方式（の）（multimodal） 

単一のバイオメトリックシステム（37.02.03）のモード（37.02.05）の三つの構成要素のうち，少なくと

も二つの構成要素が複数の 

注釈 1 複数はタイプの違いを意味する。 

注釈 2 マルチモーダルはバイオメトリック特性（37.01.02）が複数，という意味だけでなく，センサー

タイプ及び処理手法が複数の場合も定義に含むことから，“多方式（の）”の用語を併記した。 

37.02.07 
システム参加率（system participation ratio） 

システム利用資格がある個人のうち実際にシステムを利用している個人の割合 

注釈 1 登録した個人は，資格をもつ個人の部分集合である。 

注釈 2 この用語は，バイオメトリックシステム（37.02.03）の採用及び利用の程度を表現するために使

う。 

37.02.08 
バイオメトリック統合（biometric fusion） 

バイオメトリックトランザクション（37.06.45）の中で比較判定（37.03.26）を通知するための，異なる

生体情報源からのバイオメトリック（37.01.01）情報の組合せ 

注釈 1 生体情報源は，信号，特徴（features），スコア，順位，又は判定レベルの場合がある。 

37.02.09 
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単一バイオメトリックシステム（monobiometric system） 
バイオメトリック取得サブシステム（37.02.01），バイオメトリックインスタンス（37.03.46），バイオメ

トリック特性（37.01.02）タイプ，バイオメトリックアルゴリズム（37.04.02）及びバイオメトリック提

示（37.06.07）といった構成部品の全てが単一であることを要求するバイオメトリックシステム

（37.02.03） 

注釈 1 この用語は完全性のために必要である。通常，複数のインスタンス及び複数の提示を許可して

いるため，システムが単一バイオメトリックシステムであることは少ない。 

37.02.10 
マルチバイオメトリックシステム，多バイオメトリックシステム（multibiometric system） 

バイオメトリック取得サブシステム（37.02.01），バイオメトリックインスタンス（37.03.46），バイオメ

トリック特性（37.01.02）タイプ，バイオメトリックアルゴリズム（37.04.02）及びバイオメトリック提

示提示（37.06.07）といった構成部品のうち少なくとも一つが複数であることを要求するバイオメトリッ

クシステム（37.02.03） 

37.02.11 
マルチ提示システム，多提示システム（multipresentation system） 

バイオメトリック取得サブシステム（37.02.01）とバイオメトリック取得対象者（37.07.03）との間での

複数のやり取りを受容する，単一のトランザクション（37.06.45）に必要なバイオメトリック特性

（37.01.02）からの信号を取得するシステム 

注釈 1 やり取りは，バイオメトリック取得対象者の観点から見ることが可能である。 

37.02.12 
マルチバイオメトリック，多バイオメトリック（形容詞）［multibiometric（adj）］ 
複数のバイオメトリック特性（37.01.02）のタイプ［モード（37.02.05）］に基づいた 

例 顔面，声，手指，こう（虹）彩，網膜，掌形，署名/サイン，キーストローク，唇の動き，歩容，

静脈，DNA，耳，足，匂いなどの二つ以上のバイオメトリック特性タイプに基づくバイオメトリ

ックシステム 

3.3 バイオメトリックシステムのデータに関する用語 

37.03.01 
匿名バイオメトリックデータレコード（anonymized biometric data record） 

個人のメタデータの関連付けを意図的に切り離したバイオメトリックデータレコード（37.03.08） 

注釈 1 バイオメトリックデータレコード内のバイオメトリックデータ（37.03.06）は，最終的には，個

人に起因し続ける。 

37.03.02 
バイオメトリックアプリケーションデータベース（biometric application database） 

バイオメトリック（37.01.01）アプリケーションから作成し，その動作を支援するバイオメトリックデ

ータ（37.03.06）及び関連メタデータのデータベース 

注釈 1 メタデータには，トランザクション（37.06.45）の履歴，バイオメトリックデータ対象者（37.07.05）
の権限（年齢など），及びアーカイブしたバイオメトリックデータを含む場合がある。 

注釈 2 アプリケーションという用語は，バイオメトリックシステム（37.02.03）の動作を規定する方針，

及びその動作のエビデンスを含む。 
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37.03.03 
バイオメトリックアプリケーション判定（biometric application decision） 

バイオメトリック（37.01.01）プロセスの結果に基づいてアプリケーションレベルでアクションを実行

するための判定 

注釈 1 バイオメトリックアプリケーション判定には，複数の比較（37.05.07）プロセスを含めてもよい。

例えば，バイオメトリック取得プロセス（37.05.02）は，取得するバイオメトリック特性（37.01.02）
がないことを示すときの判定は，何らかのバイオメトリック特性を比較する以前に行うことが

可能である。 

注釈 2 バイオメトリックアプリケーション判定は，バイオメトリックデータ（37.03.06）及び非バイオ

メトリックデータとの両方を含む複雑な方針に基づいて行うことが可能である。 

37.03.04 
バイオメトリック候補（biometric candidate） 

更なる解析を保証するために，バイオメトリックプローブ（37.03.14）に十分類似していると判断した

バイオメトリック参照データベース（37.03.17）におけるバイオメトリック参照（37.03.16）のバイオメ

トリック参照識別子（37.03.19） 

注釈 1 識別システムは，最も類似した候補の固定数を返すように構成することが可能である。また，

他の場合には，しきい値（37.03.36）を超えるバイオメトリック候補スコア（37.03.24）をもつ

候補を返すように構成し得る。 

37.03.05 
バイオメトリック候補リスト（biometric candidate list） 
ゼロ又は一つ以上のバイオメトリック候補（37.03.04）の集合 

注釈 1 バイオメトリック候補リストは，更なる加工によって削減する場合には暫定的なものとするこ

とが可能である。 

37.03.06 
バイオメトリックデータ（biometric data） 

プロセスの任意の段階でのバイオメトリックサンプル（37.03.21）又はバイオメトリックサンプルの集

約 

例 バイオメトリック参照（37.03.16），バイオメトリックプローブ（37.03.14），バイオメトリック特

徴（37.03.11）又はバイオメトリック属性（37.03.15）。 

注釈 1 バイオメトリックデータは，例えば，ユニバーサル背景モデルのように特定の個人に起因する

ものである必要はない。 

37.03.07 
バイオメトリックデータベース（biometric database） 

バイオメトリックデータレコード（37.03.08）のデータベース 

37.03.08 
バイオメトリックデータレコード（biometric data record） 

バイオメトリックデータ（37.03.06）を含むデータレコード 

注釈 1 バイオメトリックデータレコードには，非バイオメトリックデータを含めてもよい。 

37.03.09 



7 
X 0037：0000 (ISO/IEC 2382-37：2022) 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

バイオメトリック登録データベース（biometric enrolment database） 
バイオメトリック登録データレコード（37.03.10）のデータベース 

注釈 1 バイオメトリックデータ対象者（37.07.05）に帰属しないバイオメトリックデータ（37.03.06）
で構成するデータベースは，バイオメトリックデータベース（37.03.07）であるが，バイオメト

リック登録データベースではない（例えば，ユニバーサル背景モデルを作成するためのデータ）。 

注釈 2 バイオメトリック登録データベースには，オプションでバイオメトリック参照データベース

（37.03.17）を含めることが可能である。セキュリティ，プライバシー，法令，アーキテクチャ

ー，性能などによって，データベースの分離が必要になる場合がある。 

注釈 3 単一のバイオメトリック参照（37.03.16）（例えば，記録カード上の指紋）は，一部のトランザ

クション（37.06.45）ではバイオメトリック登録データベースとみなすことが可能である。 

37.03.10 
バイオメトリック登録データレコード（biometric enrolment data record） 

バイオメトリックデータ対象者（37.07.05）を関連付け，非バイオメトリックデータを含む，バイオメ

トリック参照識別子（37.03.19）に関連するデータレコード 

注釈 1 データは，登録後に更新可能である。 

注釈 2 バイオメトリック登録データレコードは，バイオメトリック参照データレコード（37.03.18）又

はバイオメトリック参照データレコードへのポインタを含むことになる。 

注釈 3 関連するバイオメトリック参照（37.03.16）が，null［例えば，バイオメトリック登録者（37.07.06）
にバイオメトリック特性（37.01.02）がない，又はバイオメトリック取得プロセス（37.05.02）
が保留中］となる場合がある。 

37.03.11 
バイオメトリック特徴（biometric feature） 

比較（37.05.07）のために，バイオメトリックサンプル（37.03.21）から抽出した数値又はラベル 

注釈 1 一連の数字又はラベルは，完了したバイオメトリック特徴抽出（37.05.04）の出力である。 

注釈 2 この用語の使用は，パターン認識及び数学のコミュニティによる使用と一致していることが望

ましい。 

注釈 3 バイオメトリック特徴の集合も，処理済みバイオメトリックサンプルとみなすことが可能であ

る。 

注釈 4 バイオメトリック特徴は，中間バイオメトリックサンプル（37.03.30）から抽出してもよい。 

注釈 5 バイオメトリックサンプルに適用するフィルターは，それ自体はバイオメトリック特徴ではな

い。しかし，バイオメトリックサンプルに適用したフィルターの出力は，バイオメトリック特

徴となる場合がある。したがって，例えば固有顔は，バイオメトリック特徴ではない。 

37.03.12 
バイオメトリック識別判定（biometric identification decision） 

特定のバイオメトリックデータ対象者（37.07.05）のバイオメトリック参照（37.03.16）が，バイオメト

リック参照データベース（37.03.17）にあるかどうかの比較判定（37.03.26） 

注釈 1 バイオメトリック候補リスト（37.03.05）が返ってきただけでは，バイオメトリック識別判定と

みなさない。 

注釈 2 バイオメトリック参照識別子（37.03.19）の出力があったことをもって，ポジティブなバイオメ

トリック識別（37.08.02）プロセスを，推測する。 
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注釈 3 ポジティブなバイオメトリック識別では，あるバイオメトリックデータ対象者の生体情報が確

かにバイオメトリック参照データベース（37.03.17）に含まれていることを，バイオメトリック

参照識別子の出力があったことをもって確認する。ネガティブなバイオメトリック識別では，

あるバイオメトリックデータ対象者の生体情報がバイオメトリック参照データベースに含まれ

ていないことを，バイオメトリック参照識別子の出力がなかったことをもって確認する。 

37.03.13 
バイオメトリックモデル（biometric model） 

バイオメトリックデータ（37.03.06）を用いて生成する保存関数 

例 バイオメトリックモデルの例としては，隠れマルコフモデル，混合ガウシアンモデル，人工ニュ

ーラルネットワークなどがある。 

注釈 1 ほとんどの場合，バイオメトリックモデルは，バイオメトリックデータ対象者（37.07.05）に依

存する保存関数である。 

注釈 2 関数は，訓練によって決定してもよい。 

注釈 3 バイオメトリックモデルは，バイオメトリック特徴抽出（37.05.04）と同様の中間処理を含んで

もよい。 

37.03.14 
バイオメトリックプローブ，バイオメトリック問合せ（biometric probe，biometric query） 

バイオメトリック参照（37.03.16）と比較（37.05.07）するため，アルゴリズムに入力するバイオメトリ

ックサンプル（37.03.21）又はバイオメトリック特徴（37.03.11） 

注釈 1 幾つかの比較において，バイオメトリック参照を，比較の対象として使用する他のバイオメト

リック参照又は入ってくるバイオメトリックサンプルとの比較の対象として使用する可能性が

ある。例えば，重複登録確認では，バイオメトリック参照を，データベース内の他の全てのバ

イオメトリック参照との比較対象として使用する。 

注釈 2 通常の比較処理において，入ってくるバイオメトリックサンプルは，データベースにバイオメ

トリック参照として保存したオブジェクトに対する比較対象として機能する。 

37.03.15 
バイオメトリック属性（biometric property） 

自動的手段によって，バイオメトリックサンプル（37.03.21）から推定又は導出したバイオメトリック

データ対象者（37.07.05）の記述的特徴 

例 指紋は，隆線の流れのバイオメトリック特性，すなわち，弓状紋，渦状紋，てい（蹄）状紋タイ

プによって分類することが可能である。顔認識からの年齢又はジェンダー（37.07.31）の推定値も，

バイオメトリクス属性である。 

37.03.16 
バイオメトリック参照（biometric reference） 

バイオメトリックデータ対象者（37.07.05）に帰属し，バイオメトリック比較（37.05.07）の対象として

使用される一つ以上の保存したバイオメトリックサンプル（37.03.21），バイオメトリックテンプレート

（37.03.22），又はバイオメトリックモデル（37.03.13） 

例 パスポートへデジタル的に記録した顔画像，国民 ID カード上の指紋特徴点テンプレート，又はデ

ータベースにおける話者認識のための混合ガウシアンモデル 

注釈 1 ユニバーサル背景モデルのような補助データを暗黙的又は明示的に使用することで，バイオメ
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トリック参照を作成することがある。 

注釈 2 比較する対象者／オブジェクトのラベル付けは，任意とし得る。ある比較では，バイオメトリ

ック参照を，他のバイオメトリック参照又は入ってくるバイオメトリックサンプルとの比較対

象とするとともに，比較するためにバイオメトリックアルゴリズム（37.04.02）への入力として

潜在的に使うことが可能である。例えば，重複登録確認では，バイオメトリック参照を，対象

として，データベース内の他の全てのバイオメトリック参照に対する比較に使用する。 

37.03.17 
バイオメトリック参照データベース（biometric reference database） 

バイオメトリック参照データレコード（37.03.18）のデータベース 

注釈 1 バイオメトリック参照データベースは，バイオメトリック登録データベース（37.03.09）のサブ

セットであってもよいし，別個のデータベースであってもよい。セキュリティ，プライバシー，

法令，アーキテクチャー，性能などによって，データベースの分離が必要となる場合がある。 

37.03.18 
バイオメトリック参照データレコード（biometric reference data record） 

バイオメトリック参照（37.03.16）を含むインデックス付きデータレコード 

注釈 1 バイオメトリック参照データレコードとバイオメトリックデータ対象者（37.07.05）との間に，

必ずしも一対一の対応があるわけではない。例えば，一つのバイオメトリックデータ対象者に

複数の参照データレコードを含めることが可能である。また，一部の適用では，バイオメトリ

ックデータ対象者の複数の登録に一つのバイオメトリック参照データレコードを関連付けるこ

とが可能である。 

37.03.19 
バイオメトリック参照識別子（biometric reference identifier） 

バイオメトリック参照データベース（37.03.17）の中のバイオメトリック参照データレコード

（37.03.18）へのポインタ 

37.03.20 
バイオメトリック表現（biometric representation） 

バイオメトリックサンプル（37.03.21）又はバイオメトリック特徴（37.03.11）の集合 

注釈 1 ISO/IEC 19794 シリーズ及び ISO/IEC 39794 シリーズでは，この用語をバイオメトリックデー

タレコード（37.03.08）におけるサブレコードのラベル付けに使用する。37.03.21 
バイオメトリックサンプル（biometric sample） 

バイオメトリック特徴抽出（37.05.04）前のバイオメトリック特性（37.01.02）のアナログ又はデジタル

表現 

例 指紋画像を含む記録は，バイオメトリックサンプルである。 

37.03.22 
バイオメトリックテンプレート，参照バイオメトリック特徴集合（biometric template，reference biometric 
feature set） 

バイオメトリックプローブ（37.03.14）と直接比較できるように保存したバイオメトリック特徴

（37.03.11）の集合 

例 指紋の特徴点の集合を含む記録は，バイオメトリックテンプレートである。 

注釈 1 画像又は他の取得したバイオメトリックサンプル（37.03.25）から成るバイオメトリック参照
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（37.03.16）は，そのオリジナル，強調，又は圧縮した形態では，バイオメトリックテンプレー

トではない。 

注釈 2 バイオメトリック特徴（37.03.11）を参照のために保存していなければ，バイオメトリックテン

プレートとみなさない。 

37.03.23 
バイオメトリック確認判定（biometric verification decision） 

確認トランザクション（37.06.21）におけるバイオメトリック要求（37.06.04）の有効性を判定する比較

判定（37.03.26） 

37.03.24 
バイオメトリック候補スコア（biometric candidate score） 

バイオメトリック候補（37.03.04）の比較スコア（37.03.27） 

37.03.25 
キャプチャー済みバイオメトリックサンプル，取得済みバイオメトリックサンプル（captured biometric 
sample） 
推奨しない用語 未加工のバイオメトリックサンプル（raw biometric sample） 

バイオメトリック取得プロセス（37.05.02）から得るバイオメトリックサンプル（37.03.21） 

37.03.26 
比較判定（comparison decision） 

比較スコア（37.03.27），しきい値（37.03.36）を含む意思決定方針及び場合によっては他の入力に基づ

いて，バイオメトリックプローブ（37.03.14）及びバイオメトリック参照（37.03.16）が，同じバイオメ

トリック（37.01.01）情報源をもつかどうかの決定 

注釈 1 一致（37.03.31）は，正の比較判定である。不一致（37.03.33）は，負の比較判定である。“未決

定”の判定を与えることもある。 

37.03.27 
比較スコア（comparison score） 
推奨しない用語 照合スコア（matching score） 

比較（37.05.07）によって得る数値（又は値の集合） 

注釈 1 スコアが高いほど，類似度が高くなるとは限らない。 

37.03.28 
非類似度スコア，距離スコア（dissimilarity score，distance score） 

類似度とともに減少する比較スコア（37.03.27） 

注釈 1 距離スコアとは異なり，非類似度スコアは，セットのメトリクスの数学的定義を満たす必要は

ない。 

37.03.29 
詐欺バイオメトリック登録データレコード（fraudulent biometric enrolment data record） 

不正又は犯罪行為をほう（幇）助する目的で作成又は変更したバイオメトリック登録データレコード

（37.03.10） 

注釈 1 意図せず誤ったレコード，又は試験用に作成したレコードは，詐欺とはみなさない。 

37.03.30 
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中間バイオメトリックサンプル（intermediate biometric sample） 
中間バイオメトリックサンプル処理（37.05.09）から得るバイオメトリックサンプル（37.03.21） 

例 クロップ，ダウンサンプリング，圧縮，又は強調したバイオメトリックサンプルは，中間バイオ

メトリックサンプルの例である。 

37.03.31 
一致（名詞）［match（noun）］ 

バイオメトリックプローブ（37.03.14）とバイオメトリック参照（37.03.16）とが，同じ生体情報源から

のものであることを示す比較判定（37.03.26）結果 

注釈 1 歴史的に，一致という用語を，比較（37.05.07）及び意思決定の行為を示す動詞として使用して

きた。“一致”は比較プロセスから出てくる判定であるため，比較を表すために動詞としての使

用は，推奨せず，代わりに比較（compare）を推奨する。 

37.03.32 
対（形容詞）［mated（adj）］ 

同じバイオメトリックデータ対象者（37.07.05）の同じバイオメトリック特性（37.01.02）からのペアの

バイオメトリックプローブ（37.03.14）及びバイオメトリック参照（37.03.16）に基づいた 

注釈 1 “一致”（37.03.31）は，比較判定（37.03.26）の結果であるが，“対”は，バイオメトリックプ

ローブ及びバイオメトリック参照の生体情報源に関する非バイオメトリック情報に基づいた申

告である。 

37.03.33 
不一致（名詞）［non-match（noun）］ 

バイオメトリックプローブ（37.03.14）及びバイオメトリック参照（37.03.16）が，同じ生体情報源から

のものではないことを示す比較判定（37.03.26）結果 

37.03.34 
非対（形容詞）［non-mated（adj）］ 

同じバイオメトリックデータ対象者（37.07.05）の同じバイオメトリック特性（37.01.02）からではない

ペアのバイオメトリックプローブ（37.03.14）及びバイオメトリック参照（37.03.16）に基づいた 

注釈 1 “不一致”（37.03.33）は，比較判定（37.03.26）の結果であるが，“非対”は，バイオメトリッ

クプローブ及びバイオメトリック参照の生体情報源に関する非バイオメトリック情報に基づく

申告である。 

37.03.35 
類似度スコア（similarity score） 

類似度とともに増加する比較スコア（37.03.27） 

37.03.36 
しきい値（名詞）［threshold（noun）］ 

判定境界が存在する数値（又は値の集合） 

37.03.37 
未特定バイオメトリックデータ（unidentified biometric data） 

バイオメトリックデータ対象者（37.07.05）が今のところ誰だかわからない状態にあるバイオメトリッ

クデータ（37.03.06） 
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注釈 1 個人を識別する属性情報の集合とまだひも付いていない，又はこれからひも付いていくかもし

れないバイオメトリックデータのことである。 

37.03.38 
適合バイオメトリック参照率（conformant biometric reference rate） 

システム方針に適合（37.06.31）するバイオメトリック参照（37.03.16）を含むバイオメトリック登録デ

ータレコード（37.03.10）の割合 

注釈 1 一部のバイオメトリックシステム（37.02.03）では，獲得可能なバイオメトリック特性（37.01.02）
が利用可能かどうかに関係なく，全ての申請者の登録が必要である。この割合は，バイオメト

リックサンプル（37.03.21）の獲得を規制するシステム機能及び方針に依存し，バイオメトリッ

ク登録データレコード内の適合バイオメトリック参照を保有する特定の登録済み母集団の割合

を特徴付ける。 

注釈 2 これは，登録方針が異なる登録サブシステムに対して，個別に列挙可能である。 

37.03.39 
バイオメトリック参照率（biometric reference rate） 

バイオメトリック参照（37.03.16）を含むバイオメトリック登録データレコード（37.03.10）の割合 

注釈 1 一部のバイオメトリックシステム（37.02.03）では，獲得可能なバイオメトリック特性（37.01.02）
が利用可能かどうかに関係なく，全ての申請者の登録が必要である。この割合は，バイオメト

リックサンプル（37.03.21）の獲得を規制するシステム能力及び方針に依存し，バイオメトリッ

ク登録データレコード内のいずれかのバイオメトリック参照を保有する特定の登録集団の割合

を特徴付ける。 

注釈 2 これは，登録方針が異なる登録サブシステムに対して，個別に列挙可能である。 

注釈 3 非適合参照は参照とみなす。 

37.03.40 
登録適格率（enrolment eligibility ratio） 

登録方針によって資格があるとみなす登録申請者の割合 

注釈 1 この比率が 1 に近いほど，申請者は有資格者の母集団と一致する。 

37.03.41 
参照エイジング（reference ageing） 
推奨しない用語：テンプレートエイジング（template aging） 

バイオメトリック特性（37.01.02）の時間的変化に起因する固定した参照に対する誤り率の変化 

注釈 1 誤り率は，一般に参照の年代が古くなるにつれて増加する。 

注釈 2 参照エイジングは，サンプルエイジング，テンプレートエイジング，モデルエイジングを含む。 

37.03.42 
獲得済みバイオメトリックサンプル（acquired biometric sample） 

その後のバイオメトリック特徴抽出（37.05.04）及び比較（37.05.07）に適していると評価した取得済み

バイオメトリックサンプル（37.03.25） 

37.03.43 
獲得プロファイル（acquisition profile） 
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収集環境，データ取得サブシステム，バイオメトリックデータ対象者（37.07.05），後続のデータ処理及

び管理に関連する属性のリスト 

注釈 1 獲得プロファイルはモダリティに依存する。 

37.03.44 
バイオメトリックアプリケーション適合プロファイル（biometric application conformance profile） 

特定の機能又は作業に適用する標準をリスト化したもの 

注釈 1 アプリケーションプロファイル（37.03.48）は，基礎となる標準における特定の選択肢の使用を

識別し，基礎となる適合アプリケーション及びシステムの相互運用性を提供する。 

37.03.45 
バイオメトリックデータ違反（biometric data breach） 

個人のバイオメトリックデータ（37.03.06）への不正アクセス，不正な開示，不正な改ざん，不正な伝

送又は加工 

注釈 1 この定義は，許可していない場合でも収集及び保存に適用しない。 

注釈 2 許可することは，管轄権（例えば，政府又はデータ対象者）の責任であり，データを収集した

目的に限定する。 

37.03.46 
バイオメトリックインスタンス（biometric instance） 

バイオメトリック特性（37.01.02）の存在 

注釈 1 人間の手には，典型的には，指紋バイオメトリック特性の五つのインスタンスがある。 

注釈 2 一連の話し言葉又は書き言葉に含まれる複数提示（presentation）は，単一のインスタンスであ

る。 

37.03.47 
マルチインスタンス（multi-instance） 

バイオメトリック特性（37.01.02）の二つ以上のインスタンスを必要とするさま 

注釈 1 典型的な人間の手には，指紋バイオメトリック特性の一つ以上のインスタンスがある。 

37.03.48 
プロファイル（profile） 

エンティティー又はエンティティーのクラスに関連した属性のリスト 

37.03.49 
仮名化バイオメトリックデータレコード（pseudonymized biometric data record） 

非バイオメトリックな個人識別情報から意図的に切り離したバイオメトリックデータレコード

（37.03.08） 

注釈 1 バイオメトリックデータレコード内のバイオメトリックデータ（37.03.06）は，最終的には，個

人に帰属する。 

注釈 2 この定義は，EU 一般データ保護規則 2016/679 の仮名（かめい）と一致している。 

37.03.50 
正規化（normalize） 

一般的又は標準的な尺度との比較（37.05.07）のための値の尺度変更 
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注釈 1 尺度変更は，線形又は非線形に行われることがある。 

注釈 2 標準的な尺度は，スコア，極性，又は分布の範囲を指定してもよい。 

3.4 装置に関する用語 

37.04.01 
バイオメトリック取得装置（biometric capture device） 

バイオメトリック特性（37.01.02）から信号を収集し，取得済みバイオメトリックサンプル（37.03.25）
に変換する装置 

注釈 1 信号は，バイオメトリック特性によって生成されることもあれば，例えば，入射光で照らした

顔面のように，どこか他の場所で生成され，バイオメトリック特性の影響を受けることもある。 

注釈 2 バイオメトリック取得装置は，任意のハードウェア（並びに支援ソフトウェア及びファームウ

ェア）である。 

注釈 3 バイオメトリック取得装置は，照明光源，一つ以上のセンサーなどのコンポーネントを含めて

もよい。 

37.04.02 
バイオメトリックアルゴリズム（biometric algorithm） 

バイオメトリックサンプル（37.03.21）を処理するための説明書及び規則の集合 

注釈 1 バイオメトリック信号及びデータの完全な処理には，信号検出，セグメンテーション，バイオ

メトリック特徴抽出（37.05.04），品質評価，バイオメトリックモデル（37.03.13）生成，バイオ

メトリックテンプレート（37.03.22）生成，比較（37.05.07），バイオメトリック比較判定（37.03.26），
圧縮，伸長などを含んでもよい。 

3.5 機能に関する用語 

37.05.01 
バイオメトリック獲得プロセス（biometric acquisition process） 

規定の方針に従って，適切なバイオメトリックサンプル（37.03.21）を生成するためのバイオメトリッ

ク取得プロセス（37.05.02）及び追加のプロセス 

注釈 1 バイオメトリック獲得プロセスは，バイオメトリック取得プロセスに追加して，セグメンテー

ション，品質管理及び他の前処理ステップを含んでもよい。 

注釈 2 バイオメトリック獲得プロセスは，単一のバイオメトリック取得（37.06.03）から複数のバイオ

メトリックサンプルを生成してもよく，各々のバイオメトリックサンプルは，単一のバイオメ

トリック特性（37.01.02）に起因する。例えば，スラップイメージ内の四つの指紋，及び取得し

た写真内の三人の人々をセグメント化した顔面サンプルである。 

注釈 3 方針は，バイオメトリック獲得プロセスの終点を定義する。 

37.05.02 
バイオメトリック取得プロセス（biometric capture process） 

バイオメトリック取得（37.06.03）を実行するために行われる一連のアクション 

例 国際航空機関（ICAO）準拠のパスポート写真を取得するには，バイオメトリック取得対象者

（37.07.03）は，メガネを外す，カメラを真っすぐ見る，笑わないなどのように，幾つかの手順が

必要になる。これらの手順が，バイオメトリック取得プロセスである。 

注釈 1 全てのバイオメトリック取得プロセスが，バイオメトリック取得に至るわけではない。 
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注釈 2 バイオメトリック取得プロセスは，単一のバイオメトリック取得装置（37.04.01）を含んでもよ

く，単一の定義可能なバイオメトリック取得装置が存在しないように，時間と空間とに分散し

ていてもよい。 

37.05.03 
バイオメトリック登録（biometric enrolment） 
推奨しない用語 登録（registration） 

登録方針に従って，バイオメトリック登録データレコード（37.03.10）を作成し，保存する行為（act） 

注釈 1 信号処理コミュニティでの登録（registration）は異なる意味をもつため，バイオメトリクス

（37.01.03）のコミュニティでの使用は推奨せず，登録（enrollment）を使用する。 

注釈 2 バイオメトリックシステム（37.02.03）での登録では，例えば，登録者（37.07.06）からのバイ

オメトリックデータを獲得できない場合など，バイオメトリックデータ（37.03.06）の保存が含

まれないケースがある。 

37.05.04 
バイオメトリック特徴抽出（biometric feature extraction） 

他のバイオメトリックサンプルから抽出したものと比較可能で，反復可能かつ特徴的な数値又はラベル

として分離し，出力することを意図して，バイオメトリックサンプル（37.03.21）に適用するプロセス 

注釈 1 バイオメトリックサンプルに適用するフィルターの作成は，バイオメトリック特徴抽出ではな

い。しかし，バイオメトリックサンプルに対するフィルターの適用は可能である。このため，

例えば，固有顔の作成はバイオメトリック特徴抽出ではない。 

注釈 2 “反復可能”とは，同じバイオメトリックデータ対象者（37.07.05）のバイオメトリックサンプ

ルから生成しるアウトプット間の変動が小さいことを意味する。 

注釈 3 “特徴的”とは，異なったバイオメトリックデータ対象者のバイオメトリックサンプルから生

成したアウトプット間の変動が大きいことを意味する。 

注釈 4 バイオメトリック特徴抽出は，失敗することもあり得る。 

注釈 5 バイオメトリック特徴抽出は，中間バイオメトリックサンプル（37.03.30）に適用することが可

能である。 

37.05.05 
バイオメトリック参照適応（biometric reference adaptation） 

バイオメトリック参照（37.03.16）の自動増分更新 

注釈 1 バイオメトリック参照適応は，性能向上（例えば，個人のバイオメトリック特性（37.01.02）の

変動性を考慮に入れて，参照を適応させる）のため，及び性能の劣化（例えば，バイオメトリ

ック特性の経時変化による劣化）を緩和するために使用することがある。 

37.05.06 
バイオメトリック検索（biometric search） 

バイオメトリック候補リスト（37.03.05），又はバイオメトリックプローブ（37.03.14）が一つ以上のバ

イオメトリック参照（37.03.16）と十分に類似しているという比較判定（37.03.26）のいずれかが返るよ

うにバイオメトリックプローブに対して行うバイオメトリック参照データベース（37.03.17）の検査

（examination） 

注釈 1 バイオメトリック候補リスト又は比較判定を出力するかどうかは，方針に基づいた実装による。 

注釈 2 バイオメトリック参照データベースには，複数バイオメトリックデータ対象者（37.07.05）から
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のバイオメトリックデータ（37.03.06）を含める必要はない。 

37.05.07 
比較（comparison） 
推奨しない用語 一致（名詞），照合（名詞）（match，matching） 

バイオメトリックプローブ（37.03.14）とバイオメトリック参照（37.03.16）との間の類似性又は非類似

性の推定，計算又は測定 

37.05.08 
登録する（enrol） 

バイオメトリック登録（37.05.03）方針に従って，バイオメトリック登録データレコード（37.03.10）を

作成し，保存する 

37.05.09 
中間バイオメトリックサンプル処理（intermediate biometric sample processing） 

バイオメトリック特徴（37.03.11）を生成しないバイオメトリックサンプル（37.03.21）の操作 
例 切り抜き，ダウンサンプリング，圧縮，データ交換フォーマット規格への変換，及びイメージ

強調 

注釈 1 中間バイオメトリックサンプル（37.03.30）処理は，信号又はデータの表現を変更する。 

37.05.10 
一対一比較（one-to-one comparison） 

一人のバイオメトリックデータ対象者（37.07.05）からのバイオメトリックプローブ（37.03.14）を，一

人のバイオメトリックデータの対象者からのバイオメトリック参照（37.03.16）と比較して，比較スコア

（37.03.27）を生成する処理 

注釈 1 マルチモーダル（37.02.06）バイオメトリックシステム（37.02.03）の場合，バイオメトリック

プローブ及びバイオメトリック参照に複数のモード（37.02.05）を含めることが可能である。 

注釈 2 幾つかの一対一比較のアルゴリズム，すなわちスコア正規化，コホートモデル，又はゆう（尤）

度比を使用するアルゴリズムの中には，一人のバイオメトリックデータ対象者からのバイオメ

トリックプローブを複数バイオメトリックデータ対象者からのバイオメトリック参照との比較

（37.05.07）を必要とするものがある。しかしながら，生成する比較スコアは，一人のバイオメ

トリックデータ対象者のバイオメトリックプローブ及び一人のバイオメトリックデータ対象者

のバイオメトリック参照との間の類似性を参照している。したがって，このプロセスは，一対

一比較とみなされる。 
注釈 3 注釈 1 の“モード”は，バイオメトリック特性（37.01.02）タイプだけでなく，センサータイ

プ及び処理手法の組合せも含まれることに注意する必要がある。 

37.05.11 
一対多比較（one-to-many comparison） 

推奨しない用語：一対少比較（one-to-few comparison） 
一人のバイオメトリックデータ対象者（37.07.05）のバイオメトリックプローブ（37.03.14）を複数のバ

イオメトリックデータ対象者のバイオメトリック参照（37.03.16）と比較し，一連の比較スコア

（37.03.27）を返すプロセス 

注釈 1 “比較”という用語は，バイオメトリック（37.01.01）の意味での比較（37.05.07）を指す。 

37.05.12 
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一対多検索（one-to-many search） 
複数のバイオメトリックデータ対象者のバイオメトリック参照（37.03.16）に対して，一人のバイオメ

トリックデータ対象者（37.07.05）のバイオメトリックプローブ（37.03.14）に対応するものを検索し，

バイオメトリック候補リスト（37.03.05）又は比較判定（37.03.26）を返すプロセス 

注釈 1 上記の定義の“検索”という用語は，バイオメトリック検索（37.05.06）を意味する。 

注釈 2 バイオメトリック候補リスト又は比較判定を出力するかどうかは，方針に基づいた実装による。 

37.05.13 
再登録（re-enrolment） 

バイオメトリック登録データベース（37.03.09）に登録済みのバイオメトリックデータ対象者

（37.07.05）の新しいバイオメトリック参照（37.03.16）を確立する手順（37.05.08） 

注釈 1 再登録には，新たな取得済みバイオメトリックサンプル（37.03.25）が必要である。 

37.05.14 
しきい値処理をする（動詞），絞り込む（動詞）［threshold（verb），filter（verb）］ 

いかなるタイプのスコアのレベルにも達しなかったバイオメトリック参照（37.03.16）に関連するバイ

オメトリック参照識別子（37.03.19），及び／又はバイオメトリックプローブ（37.03.14）への識別子を削

除する 

注釈 1 スコアには，品質スコア（37.09.13），比較スコア（37.03.27）などがある。 

注釈 2 名詞形であるしきい値（threshold）は 37.03.36 で定義している。 

3.6 やり取りに関する用語 

37.06.01 
受容可能なバイオメトリック取得試行（acceptable biometric capture attempt） 

バイオメトリック取得プロセス（37.05.02）の要求事項を満たす取得試行（37.06.08） 

注釈 1 バイオメトリック取得プロセスの要求事項は，システム及び対象者の挙動の方針設定によって

決定してもよい。 

37.06.02 
獲得する（acquire） 

バイオメトリック獲得プロセス（37.05.01）を正常に完了する 

37.06.03 
バイオメトリック取得（biometric capture） 

バイオメトリック特性（37.01.02）の信号を個人から直接的に，又はバイオメトリック特性の表現から

取得し，読み出し可能な形式で記録すること 

注釈 1 “表現”は，写真など，自然語の意味で使用する。 

注釈 2 “読み出し可能”とは，元信号ではなく記録されたものが読み出し可能であることを指す。 

注釈 3 信号は，バイオメトリック特性によって生成することもあれば，例えば，入射光で照らした顔

面のように，他の場所で生成し，バイオメトリック特性によって影響を受けることもある。 

37.06.04 
バイオメトリック要求（biometric claim） 
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バイオメトリック取得対象者（37.07.03）を，指定した，又は指定していないバイオメトリック参照

（37.03.16）の生体情報源である，又は生体情報源ではないとする要求 

注釈 1 バイオメトリック要求は，バイオメトリックシステム（37.02.03）のどの利用者（37.07.20）で

も行うことが可能である。 

注釈 2 “身元確認の要求”というフレーズは，しばしば，この概念にラベルを付けるために使われる。 

注釈 3 バイオメトリック要求は，次のいずれかの場合がある。 

a) ポジティブ，すなわち，バイオメトリック取得対象者が登録（37.05.08）済み 

b) ネガティブ，すなわち，バイオメトリック取得対象者が未登録 

c) 特定的，すなわち，バイオメトリック取得対象者が，指定したバイオメトリック登録者

（37.07.06）として登録済み，又は未登録 

d) 非特定的，すなわち，バイオメトリック取得対象者を，バイオメトリック登録者のセット又

はサブセットに含んでいる，又は含んでいない。 

注釈 4 バイオメトリック要求は，必ずしもバイオメトリック取得対象者によって行われるわけではな

い。 

注釈 5 バイオメトリック参照は，データベース上，カード上，又はネットワーク全体に分散する可能

性がある。 

注釈 6 バイオメトリック要求は，バイオメトリックシステム境界内に入らなければならない。 

37.06.05 
バイオメトリック誤受入れ（biometric false acceptance） 

バイオメトリックプローブ（37.03.14）及びバイオメトリック参照（37.03.16）の出所に関する正式な申

告において，拒否すべきバイオメトリック要求（37.06.04）の誤受入れ 

37.06.06 
バイオメトリック誤拒否（biometric false rejection） 

バイオメトリックプローブ（37.03.14）及びバイオメトリック参照（37.03.16）の出所に関する正式な申

告において，受け入れるべきであったバイオメトリック要求（37.06.04）の誤拒否 

37.06.07 
バイオメトリック提示（biometric presentation） 

バイオメトリック特性（37.01.02）から信号を取得するためのバイオメトリック取得対象者（37.07.03）
と，バイオメトリック取得サブシステム（37.02.01）とのやり取り 

注釈 1 バイオメトリック取得対象者は，必ずしも，バイオメトリック特性からの信号を取得している

ことを認識しているとは限らない。 

37.06.08 
取得試行（capture attempt） 

取得したバイオメトリックサンプル（37.03.25）を生成することを目的としたバイオメトリック取得対

象者（37.07.03）と，バイオメトリック取得サブシステム（37.02.01）とのやり取り 

注釈 1 取得試行は，バイオメトリック取得対象者による提示と，バイオメトリック取得サブシステム

の動作との間のインターフェースである。 

注釈 2 ここで行われる“活動”は，バイオメトリック取得サブシステムの一部又はバイオメトリック

取得対象者上にあることがある。 
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37.06.09 
取得タスク（capture task） 

取得試行（37.06.08）におけるバイオメトリック取得対象者（37.07.03）の規定動作 

37.06.10 
取得トランザクション（capture transaction） 

バイオメトリック参照（37.03.16）又はバイオメトリックプローブ（37.03.14）のいずれかを生成するた

めに必要なバイオメトリック取得対象者（37.07.03）から全てのバイオメトリックデータ（37.03.06）を

獲得するための 1 回以上の取得試行（37.06.08） 

37.06.11 
理解あり提示（cognizant presentation） 

バイオメトリック取得対象者（37.07.03）が取得されることを意識して行う提示 

37.06.12 
適合取得試行（conformant capture attempt） 

バイオメトリック取得対象者（37.07.03）と取得タスク（37.06.09）とに適合したバイオメトリック取得

サブシステム（37.02.01）とのやり取り 

37.06.13 
協力的提示（cooperative presentation） 

協力的バイオメトリック取得対象者（37.07.11）による提示 

注釈 1 協力的バイオメトリック取得対象者は，訓練を受けていない可能性があり，バイオメトリック

取得タスク（37.06.09）を不適切又は誤って実行する可能性がある。したがって，協力的提示を

適合取得試行（37.06.12）とすることは可能でない。 

37.06.14 
ネガティブバイオメトリック要求（negative biometric claim） 

バイオメトリック取得対象者（37.07.03）がバイオメトリック参照データベース（37.03.17）内の指定又

は指定なしのいずれかのバイオメトリック参照（37.03.16）の生体情報源でもないことを示す要求 

注釈 1 “指定”とは，ID 番号，名前，身分証明書番号など，特定のバイオメトリック参照を指し示す

非バイオメトリック情報の入力があることを意味する。“指定なし”とは，そのような非バイオ

メトリック情報の入力がないことを意味する。 

37.06.15 
非適合取得試行（non-conformant capture attempt） 

取得タスク（37.06.09）に適合していないバイオメトリック取得サブシステム（37.02.01）とバイオメト

リック取得対象者（37.07.03）とのやり取り 

37.06.16 
無関心提示（indifferent presentation） 

バイオメトリック取得対象者（37.07.03）が，バイオメトリック取得プロセス（37.05.02）の存在に無関

心である提示 

注釈 1 無関心提示では，バイオメトリック取得対象者は，協力的にも非協力的にも振る舞わない。 

注釈 2 指紋認識など提示行為がバイオメトリック取得プロセスにおいて必須となる場合は該当しない。

顔認識のように，カメラがあっても，そこに顔を合わせようともしないし，撮影されているか
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もしれないことを気にしていない状態，又はカメラに気が付いていない状態であるが，意図的

に非協力的な行動を取っているわけではない提示を指す。 

37.06.17 
ポジティブバイオメトリック要求（positive biometric claim） 

バイオメトリック取得対象者（37.07.03）がバイオメトリック参照データベース（37.03.17）内の指定又

は指定なしのバイオメトリック参照（37.03.16）の生体情報源であることを示す要求 

注釈 1 “指定”とは，ID 番号，名前，身分証明書番号など，特定のバイオメトリック参照を指し示す

非バイオメトリック情報の入力があることを意味する。“指定なし”とは，そのような非バイオ

メトリック情報の入力がないことを意味する。 

37.06.18 
受容できない取得試行（unacceptable capture attempt） 

バイオメトリック取得プロセス（37.05.02）の要求事項を満たさない取得試行（37.06.08） 

注釈 1 バイオメトリック取得プロセスの要求事項を，バイオメトリック取得サブシステム（37.02.01）
の方針設定及びバイオメトリック取得対象者（37.07.03）の振る舞いによって決定することがあ

る。 

37.06.19 
非協力的提示（uncooperative presentation） 

非協力的バイオメトリック取得対象者（37.07.19）による提示 

注釈 1 非協力的提示は，適合取得試行（37.06.12）となる場合があるし，そうでない場合もある。 

注釈 2 非協力的であるためには，バイオメトリック取得対象者（37.07.03）がバイオメトリックデータ

（37.03.06）を収集されていることを認識していなければならない。 

37.06.20 
確認試行（verification attempt） 

比較（37.05.07）のための入力として提供するバイオメトリック要求（37.06.04）及び取得試行

（37.06.08） 

37.06.21 
確認トランザクション（verification transaction） 

バイオメトリック要求（37.06.04）の解決につながる，1 回以上の確認試行（37.06.20） 

37.06.22 
理解なし提示（non-cognizant presentation） 

バイオメトリック取得対象者（37.07.03）が意識していない状態で行われた提示 

注釈 1 バイオメトリック取得対象者は，攻撃的である場合もあれば，そうでない場合もある。 

注釈 2 バイオメトリック取得対象者は，バイオメトリックシステム（37.02.03）の一般的な存在に気づ

くことがあるが，対象のシステムのバイオメトリック取得試行（37.06.08）の存在には気づかな

い。 

37.06.23 
取得対象者訓練（capture subject training） 

バイオメトリックサンプル（37.03.21）を提出し，トランザクション（37.06.45）を完了するためのシス

テム方針及び必要な振る舞いに関する個人への指示 
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注釈 1 バイオメトリックシステム（37.02.03）と取得対象者（37.07.03）とがやり取りする前又はやり

取り中に，説明を与えることが可能である。 

注釈 2 訓練は，人間のインストラクター，コンピューターを用いた説明，映像による提示，印刷した

説明書，又は音声／視覚へのフィードバックなど，様々な方法のいずれかを通じて行うことが

可能である。 

注釈 3 訓練には，適格性，効率性，セキュリティ，適時性に関する説明を含めることが可能である。 

37.06.24 
取得対象者習熟度（capture subject habituation） 

バイオメトリック取得対象者（37.07.03）がバイオメトリック取得プロセス（37.05.02）に精通している

度合い 

注釈 1 バイオメトリック取得プロセスにかなり精通しているバイオメトリック取得対象者を，習熟し

た取得対象者（37.07.24）と呼ぶ。 

注釈 2 習熟度は，システム利用又は他者による利用状況の観察を通じて獲得することが可能である。 

37.06.25 
バイオメトリック提示攻撃（biometric presentation attack） 

バイオメトリックシステム（37.02.03）の動作を妨げることを目的としたバイオメトリック取得サブシ

ステム（37.02.01）への提示 

注釈 1 バイオメトリック提示攻撃は，人工物，改変，リプレイなど，様々な方法で実行可能である。 

注釈 2 バイオメトリック提示攻撃には，なりすまし又は認識されないようにするなど，様々な目的が

ある。 

注釈 3 バイオメトリックシステム（37.02.03）は，システムの動作を妨害することを目的とした提示と

非適合提示とを区別できないことがある。 

37.06.26 
バイオメトリック取得回避攻撃（biometric capture avoidance attack） 

バイオメトリックシステム（37.02.03）とのやり取りを回避するための意図的な行動 

注釈 1 バイオメトリック取得回避攻撃は，バイオメトリック取得対象者（37.07.03）が信号を取得され

ないことを目的として，バイオメトリック取得サブシステム（37.02.01）を意図的に回避するこ

とを特徴とする。 

37.06.27 
バイオメトリックわい（歪）曲攻撃（biometric distortion attack） 

意図的に変更したバイオメトリック特性（37.01.02）の提示 

注釈 1 バイオメトリックわい（歪）曲攻撃は，バイオメトリック取得対象者（37.07.03）がバイオメト

リック特性をひずませて取得させることを目的として，バイオメトリックシステム（37.02.03）
に正しく認識されることを意図的に回避することを特徴とする。わい（歪）曲攻撃は，ISO/IEC 
30107 シリーズで規定された提示攻撃の 4 類型の一つである。例として，指紋認識において，

押なつ（捺）時に力を加えて表皮に弾性変形を起こさせることで，故意にひずませた指紋デー

タで認識を試みる攻撃が挙げられる。 

37.06.28 
バイオメトリック隠ぺい攻撃（biometric concealment attack） 
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バイオメトリック取得装置（37.04.01）とのやり取り中に自分のバイオメトリック特性（37.01.02）を明

らかにしないための意図的な行為 

注釈 1 この攻撃では，バイオメトリック取得サブシステム（37.02.01）の回避は行わない。 

注釈 2 バイオメトリック隠ぺい攻撃は，バイオメトリック取得対象者（37.07.03）がバイオメトリック

特性（37.01.02）を隠したり，登録していないバイオメトリック特性を提示する状態で取得させ

たりすることを目的として，バイオメトリックシステム（37.02.03）に正しく認識されることを

意図的に回避することを特徴とする。 

37.06.29 
バイオメトリック偽者攻撃（biometric impostor attack） 

別の個人になりすますためのバイオメトリック特性（37.01.02）の提示 
注釈 1 バイオメトリック偽物攻撃は，本人ではないバイオメトリック取得対象者（37.07.03）のバイ

オメトリック特性が，本人由来であるとバイオメトリックシステム（37.02.03）に誤って認識

させる目的で行うことを特徴とする。 

37.06.30 
協力的（形容詞）［cooperative（adj）］ 

バイオメトリック操作の成功を目的として，明示された指示に従って積極的に行動する 

注釈 1 協力がなくても，バイオメトリック操作が成功する可能性がある。 

注釈 2 秘密の環境におけるバイオメトリック取得対象者（37.07.03）又はバイオメトリック提示

（37.06.07）には適用しない。 

注釈 3 “協力的”の性質の決定にはそれぞれの場合ごとに解釈が必要である。 

注釈 4 協力的でない利用者（37.07.20）が必ずしも攻撃的ではないのと同様に，協力的バイオメトリッ

ク取得対象者（37.07.11）が，攻撃的になる場合がある。 

37.06.31 
適合（形容詞）（conformant） 

必要な規格及び方針を満たしている 

注釈 1 バイオメトリック提示（37.06.07），バイオメトリックデータ（37.03.06），利用者（37.07.20）に

適用する。 

37.06.32 
理解している（形容詞）（cognizant） 
推奨しない用語 気付いている（aware） 

バイオメトリック取得対象者（37.07.03）がバイオメトリック取得プロセス（37.05.02）の存在を意識し

その知識をもっている 

注釈 1 この用語は，バイオメトリック提示（37.06.07）又はバイオメトリック取得対象者に適用可能で

ある。 

注釈 2 形容詞 cognizant の定義を対応国際規格では名詞として定義しており，対応国際規格に欠陥があ

る。このため，この規格においては，形容詞として定義した。 

37.06.33 
受容可能な取得試行（acceptable capture attempt） 

バイオメトリック取得プロセス（37.05.02）の要求事項を満たす取得試行（37.06.08） 

注釈 1 バイオメトリック取得プロセスの要求事項は，システム及び対象者の挙動の方針設定によって
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決定する場合がある。 

注釈 2 受容可能なバイオメトリック取得試行（37.06.01）と同一の定義及び注釈であり，同義語と位置

付けるのが適切である。 

37.06.34 
バイオメトリック提示攻撃方法（biometric presentation attack method） 

バイオメトリック提示攻撃（37.06.25）を実装するための一連の手法 

例 リプレイ攻撃，人工物の使用，バイオメトリック特性（37.01.02）の改変 

37.06.35 
バイオメトリックシステムトランザクション（biometric system transaction） 

プロセスの開始から完了までを通過し，バイオメトリック取得対象者（37.07.03）が関与するバイオメ

トリックシステム（37.02.03）プロセスのシーケンス 

注釈 1 バイオメトリック取得対象者は，バイオメトリックシステムとのやり取りを認識できない可能

性がある（37.06.32）。 

注釈 2 トランザクションは，いずれの取得試行（37.06.08）よりも先に完了することがある。 

37.06.36 
誠実な提示（bona-fide presentation） 

バイオメトリックシステム（37.02.03）の動作を妨げることを目的としないバイオメトリック提示

（37.06.07） 

注釈 1 攻撃の意図がなく，システム方針に従って普通に使ってもらうことを意図した提示である。FAR
（37.09.31）及び FRR（37.09.33）はこの提示を基に計算する。 

37.06.37 
取得対象者運用拒否（capture subject operational rejection） 

バイオメトリック取得対象者（37.07.03）が要求したサービスを，システムが許可しない確認トランザ

クション（37.06.21） 

注釈 1 拒否は，比較（37.05.07），システム障害若しくは方針上の理由（適格性基準，ウォッチリスト，

不正な資格証明書，人間工学的要因，ランダムな照会など）に起因する場合，又は不明な場合

がある。 

37.06.38 
適合バイオメトリック提示（conformant biometric presentation） 

システム方針に適合したバイオメトリック提示（37.06.07） 

37.06.39 
登録非アクティブ化（enrolment deactivation） 

バイオメトリック登録データレコード（37.03.10）に関連するバイオメトリックデータ（37.03.06）の運

用での使用の終了 

注釈 1 非アクティブ化したバイオメトリックデータは，管理用に引き続き使用可能である。 

37.06.40 
登録再アクティブ化（enrolment reactivation） 

以前に非アクティブ状態になった登録バイオメトリックデータ（37.03.06）を運用に使用するための回

復 
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37.06.41 
登録抹消（de-enrolment） 

バイオメトリック登録データレコード（37.03.10）に関連するバイオメトリックデータ（37.03.06）の破

棄 

注釈 1 登録抹消は，トランザクション（37.06.45）レコードの破壊を意味しない。 

注釈 2 登録抹消は，常に元に戻せない。 

37.06.42 
提示攻撃検知，PAD（presentation attack detection，PAD） 

誠実な提示（37.06.36）及びバイオメトリック提示攻撃（37.06.25）の自動識別 

注釈 1 PAD はバイオメトリック取得対象者（37.07.03）の意図を推測することは不可能である。 

37.06.43 
提示攻撃検知特徴（presentation attack detection feature） 

バイオメトリックサンプル（37.03.21）又は提示時に収集した他のデータから抽出し，誠実な提示

（37.06.36）とバイオメトリック提示攻撃（37.06.25）との区別に用いるラベル又は番号 

37.06.44 
提示攻撃機具，PAI（presentation attack instrument，PAI） 

バイオメトリック提示攻撃（37.06.25）に使用するバイオメトリック特性（37.01.02）又はオブジェクト 

注釈 1 PAI の集合には，人工物を含むが，生命のないバイオメトリック特性（すなわち，死体に由来

するもの），又は改変されたバイオメトリック特性（例えば，攻撃で使用される改ざんされた指

紋）をも含む。 

37.06.45 
トランザクション（transaction） 

バイオメトリックシステム（37.02.03）における単一作業単位として扱われる情報の提供 

注釈 1 作業単位は，システム方針によって定義する。 

注釈 2 提供によって，応答を返すことがある。 

3.7 人々に関する用語 

37.07.01 
バイオメトリック申請者（biometric applicant） 

バイオメトリック登録データベース（37.03.09）への登録（37.05.08）を求める個人 

注釈 1 バイオメトリック申請者を，既に登録している場合と登録していない場合とがある。 

37.07.02 
バイオメトリックアテンダント（biometric attendant） 

バイオメトリック取得対象者（37.07.03）と直接対話するバイオメトリックシステムオペレーター

（37.07.08）の代理人 

例 バイオメトリック取得プロセス（37.05.02）を監視し，比較判定（37.03.26）に対処する入国管理

官 

37.07.03 
バイオメトリック取得対象者（biometric capture subject） 
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バイオメトリック取得プロセス（37.05.02）の対象者 

注釈 1 個人が，バイオメトリック取得対象者でいられるのは，バイオメトリック取得プロセスの間だ

けである。 

37.07.04 
バイオメトリック特性試験官（biometric characteristics examiner） 

バイオメトリック特性（37.01.02）を評価する権限をもち，バイオメトリック要求（37.06.04）を解決す

るために評価する個人 

37.07.05 
バイオメトリックデータ対象者（biometric data subject） 

バイオメトリックシステム（37.02.03）内に保存されている，個人ごとのバイオメトリックデータ

（37.03.06）に対応する個人 

注釈 1 “個人ごと”という単語の意図は，バイオメトリックデータ対象者と，バイオメトリック認識

（37.01.03）アルゴリズムの作成のために集められたデータに含まれる対象者とを区別するこ

とである。バイオメトリックデータ（37.03.06）に貢献している個人がバイオメトリックデータ

対象者ではない例として，話者認識システムにおけるユニバーサル背景モデルに貢献した人，

又は顔認識システムにおける固有顔基礎セットの作成に貢献した人がある。 

37.07.06 
バイオメトリック登録者（biometric enrollee） 

バイオメトリックデータ（37.03.06）がバイオメトリック登録データベース（37.03.09）内に保存済みと

なっているバイオメトリックデータ対象者（37.07.05） 

37.07.07 
バイオメトリック運用要員（biometric operational personnel） 

バイオメトリックシステム（37.02.03）の運用において積極的な役割を果たすバイオメトリック取得対

象者（37.07.03）以外の個人 

37.07.08 
バイオメトリックシステムオペレーター（biometric system operator） 

バイオメトリックシステム（37.02.03）の管理における方針及び手順を実行する個人又は組織 

37.07.09 
バイオメトリックシステム所有者（biometric system owner） 

バイオメトリックシステム（37.02.03）の獲得，実施及び運用のための全体的な説明責任をもつ個人又

は組織 

37.07.10 
要求者（claimant） 

バイオメトリック確認が可能な要求を行う個人 

注釈 1 要求者は，バイオメトリックデータ対象者（37.07.05）である必要はない。 

37.07.11 
協力的バイオメトリック取得対象者（cooperative biometric capture subject） 

バイオメトリック獲得プロセス（37.05.01）を成功裏に完了させる動機をもつバイオメトリック取得対

象者（37.07.03） 
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注釈 1 協力的バイオメトリック取得対象者は，攻撃的又は非攻撃的になり得る。 

37.07.12 
バイオメトリック攻撃的隠ぺい者（biometric subversive concealer） 

自分のバイオメトリック参照（37.03.16）と一致しないように，不正確又は意図しない動作をさせよう

とするバイオメトリック取得対象者（37.07.17） 

37.07.13 
バイオメトリック偽者（biometric impostor） 

バイオメトリック偽者攻撃（37.06.29）を行う攻撃的バイオメトリック取得対象者（37.07.17） 

注釈 1 COED は，“偽者”を，欺くかだますために虚偽の身元を装う人として定義している。 

注釈 2 COED は，“偽装”を，エンターテインメント又は詐欺のために，（別の人物の）ふりをするこ

ととして定義している。 

37.07.14 
無関心バイオメトリック取得対象者（indifferent biometric capture subject） 

バイオメトリック獲得プロセス（37.05.01）の成功に無関心なバイオメトリック取得対象者（37.07.03） 

注釈 1 これは，バイオメトリック取得対象者が協力的（37.06.30）でも非協力的でもないことを意味す

る。 

37.07.15 
非攻撃的バイオメトリック取得対象者（non-subversive biometric capture subject） 

バイオメトリック取得サブシステム（37.02.01）の不正確又は意図しないシステム方針では使用しない

バイオメトリック取得対象者（37.07.03） 

37.07.16 
非攻撃的利用者（non-subversive user） 

不正確又は意図しないシステム方針ではバイオメトリックシステム（37.02.03）を使わない利用者

（37.07.20） 

37.07.17 
攻撃的バイオメトリック取得対象者（subversive biometric capture subject） 

不正確又は意図しないシステム方針でバイオメトリック取得サブシステム（37.02.01）を動かそうとす

るバイオメトリック取得対象者（37.07.03） 

37.07.18 
攻撃的利用者（subversive user） 

不正確又は意図しないシステム方針でバイオメトリックシステム（37.02.03）を使おうとする利用者

（37.07.20） 

例 未承認の対象者を許可するオペレーター，サービス妨害攻撃を開始する利用者，未承認の機能の

侵入を許可する運用責任者，及び登録済み（37.05.08）利用者を偽装するバイオメトリック取得対

象者（37.07.03） 

37.07.19 
非協力的バイオメトリック取得対象者（uncooperative biometric capture subject） 

バイオメトリック獲得プロセス（37.05.01）を成功させない動機づけを受けたバイオメトリック取得対

象者（37.07.03） 



27 
X 0037：0000 (ISO/IEC 2382-37：2022) 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

注釈 1 非協力的バイオメトリック取得対象者の意図は，バイオメトリック取得サブシステム（37.02.01）
とやり取りしないこと，又は不適切にやり取りすることである。 

37.07.20 
利用者（user） 
推奨しない用語 エンドユーザー（end user） 

バイオメトリックシステム（37.02.03）と何らかの形でやり取りする個人又は組織 

注釈 1 バイオメトリックシステムに関わる特定の利用者について議論する際には，その利用者固有の

用語を使用することが望ましい。例えば，バイオメトリックデータ（37.03.06）が取得される利

用者は，バイオメトリック取得対象者（37.07.03）と呼ぶ。 

37.07.21 
バイオメトリック隠ぺい者（biometric concealer） 

バイオメトリック隠ぺい攻撃（37.06.28）を行う攻撃的バイオメトリック取得対象者（37.07.17） 

37.07.22 
バイオメトリック回避者（biometric avoider） 

バイオメトリック取得回避攻撃（37.06.26）を行う攻撃的バイオメトリック取得対象者（37.07.17） 

注釈 1 回避者は，あらゆる形態のソーシャルエンジニアリング（例えば，贈収賄）を通じて，バイオ

メトリックシステム（37.02.03）をう（迂）回することが可能である。 

37.07.23 
バイオメトリックわい（歪）曲者（biometric distorter） 

バイオメトリックわい（歪）曲攻撃（37.06.27）を行う攻撃的バイオメトリック取得対象者（37.07.17） 

37.07.24 
習熟した取得対象者（habituated capture subject） 

バイオメトリック取得プロセス（37.05.02）に，十分精通しているバイオメトリック取得対象者

（37.07.03） 

37.07.25 
習熟していない取得対象者（non-habituated capture subject） 

バイオメトリック取得プロセス（37.05.02）に，十分精通していないバイオメトリック取得対象者

（37.07.03） 

37.07.26 
バイオメトリックデータコントローラー（biometric data controller） 

バイオメトリックデータ（37.03.06）を処理する目的，方法及び目標を単独で，又は他の人と共同で決

定する個人又は組織 

37.07.27 
バイオメトリックデータプロセッサー（biometric data processor） 

バイオメトリックデータコントローラー（37.07.26）の代わりにバイオメトリックデータ（37.03.06）を

処理する個人又は組織 

37.07.28 
バイオメトリックデータ保護機関（biometric data protection authority） 



28 
X 0037：0000 (ISO/IEC 2382-37：2022) 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

バイオメトリックシステム（37.02.03）のバイオメトリック（37.01.01）及び非バイオメトリックデータ

の使用に関して個人の権利を保護する責任を負う主体 

37.07.29 
バイオメトリックデータ保護責任者（biometric data protection officer） 

組織に提供されるバイオメトリックデータ（37.03.06）の保護に関する方針の策定，実装，及び伝達を

担当する組織内の個人 

注釈 1 バイオメトリックデータの保護が疑わしい場合，責任者は，不適合の調査を行い，適用可能な

方針に沿った強制措置を推奨してもよい。 

37.07.30 
性別（sex） 

第一次性徴，遺伝子型又はその両方の評価に基づく，男性，女性又は他の幾つかのカテゴリーとしての

分類 

注釈 1 性別は一般に，出生時に第三者評価によって割り当てられる。 

注釈 2 第一次性徴とは，生殖に直接的に関係する幾つかの身体構造のことである。 

37.07.31 
ジェンダー（gender） 

社会的，文化的又は行動的要素に基づいた男性，女性又は他のカテゴリーとしての分類 

注釈 1 ジェンダーは，一般に自己宣言又は自己提示によって決定され，時間が経つにつれて変化する

可能性がある。 

注釈 2 法的な認定によっては，第三者による評価を必要とする場合もあれば，必要としない場合もあ

る。 

3.8 アプリケーションに関する用語 

37.08.01 
認証（authentication） 

疑いのない起源又は真実性を証明する，又は示す行為 

注釈 1 この用語をバイオメトリック確認（37.08.03）又はバイオメトリック識別（37.08.02）の同義語

として使用することは，推奨せず，バイオメトリック認識（37.01.03）を推奨する。 

37.08.02 
バイオメトリック識別（biometric identification） 

単一の個人に起因するバイオメトリック参照識別子（37.03.19）を返すためにバイオメトリック登録デ

ータベース（37.03.09）を検索するプロセス 

注釈 1 バイオメトリック識別の代わりとして“認証”（authentication）という用語を使用することは，

推奨しない。 

37.08.03 
バイオメトリック確認（biometric verification） 

比較（37.05.07）を通じてバイオメトリック要求（37.06.04）を確認するプロセス 

注釈 1 上記の定義では，“確認”とはバイオメトリクス（37.01.03）を確認することを意味する。 

注釈 2 バイオメトリック確認の代わりとして“認証”（authentication）という用語を使用することは，
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推奨しない。 

37.08.04 
重複バイオメトリック登録検査（duplicate biometric enrolment check） 

バイオメトリックデータ対象者（37.07.05）の既存の登録状態を確かめるために，バイオメトリック登

録（37.05.03）の一部として実行してもよい，バイオメトリック識別（37.08.02）検査 

37.08.05 
識別する（identify） 

バイオメトリック登録データベース（37.03.09）に対して，バイオメトリック検索（37.05.06）を行い，

一人の個人に起因するバイオメトリック参照識別子（37.03.19）を返す 

37.08.06 
確認する（verify） 

比較（37.05.07）によってバイオメトリック要求（37.06.04）を確かめる 

注釈 1 一般に，バイオメトリック要求を確実に証明したり否定したりすることは不可能であると理解

されている。 

3.9 性能評価に関する用語 

37.09.01 
バイオメトリック対比較試行（biometric mated comparison trial） 

性能評価試験の一部として行われる，同じバイオメトリック取得対象者（37.07.03）から取得した同じ

バイオメトリック特性（37.01.02）のバイオメトリックプローブ（37.03.14）とバイオメトリック参照

（37.03.16）との比較（37.05.07） 

注釈 1 バイオメトリック対比較試行は，歴史的に“本人の試行”と呼んだ。しかし，“本人”という言

葉は，歴史的に，バイオメトリック取得対象者の意図を意味していた。最終的には，試行はバ

イオメトリック取得対象者の意図とは関係ない。 

37.09.02 
バイオメトリック非対比較試行（biometric non-mated comparison trial） 
性能評価試験の一部として行われる，異なるバイオメトリックデータ対象者（37.07.05）から取得したバ

イオメトリックプローブ（37.03.14）とバイオメトリック参照（37.03.16）との比較（37.05.07） 

注釈 1 バイオメトリック非対比較試行は，歴史的に“偽者の試行”と呼んだ。しかし，それらは，偽

者の存在下における，運用システムの挙動を正確にモデル化しない。 

注釈 2 バイオメトリック非対比較試行の集合には，異なるバイオメトリックデータ対象者から取得し

たバイオメトリックプローブ（37.03.14）とバイオメトリック参照との全てのあり得る比較を含

める必要はない。 

37.09.03 
獲得失敗，FTA（failure to acquire，FTA） 

その後の比較（37.05.07）のためにバイオメトリック取得プロセス（37.05.02）から出力される，対象と

なるバイオメトリック特性（37.01.02）のバイオメトリックサンプル（37.03.21）の受入れ失敗 

注釈 1 その後の比較のためのバイオメトリック取得プロセスの出力の受入れ（37.09.18）は，方針に依

存する。 

注釈 2 獲得失敗の原因としては，取得失敗（37.09.05），抽出失敗（37.09.30），バイオメトリックサン
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プルの品質（37.09.14）の悪さ，アルゴリズムの不備，システムの範囲外のバイオメトリック特

性が考えられる。 

37.09.04 
獲得失敗率，FTAR（failure-to-acquire rate，FTAR） 

バイオメトリック獲得プロセス（37.05.01）の特定の集合における獲得失敗（37.09.03）の割合 

注釈 1 バイオメトリック獲得プロセスの結果は，バイオメトリックプローブ（37.03.14）又はバイオメ

トリック参照（37.03.16）である可能性がある。 

注釈 2 実験者は，どのバイオメトリックプローブ（又はバイオメトリック参照）が（想定した）集合

内にあるかの基準，及びバイオメトリック取得プロセスが失敗したとみなす基準を指定する。 

注釈 3 割合は，指定された集合内のバイオメトリック獲得プロセスの総数で除した，失敗したプロセ

スの数である。 

37.09.05 
取得失敗，FTC（failure to capture，FTC） 

対象とするバイオメトリック特性（37.01.02）の取得済みバイオメトリックサンプル（37.03.25）を生成

するバイオメトリック取得プロセス（37.05.02）の失敗 

注釈 1 バイオメトリックサンプル（37.03.21）を取得できたかどうかは，システム方針によって決まる。

例えば，あるシステムでは，低品質の指紋を使用することが可能であるが，別のシステムでは

それを取得失敗と宣言することが可能である。 

37.09.06 
登録失敗，FTE（failure to enrol，FTE） 

バイオメトリック登録（37.05.03）方針に従って，資格のあるバイオメトリック取得対象者（37.07.03）
に対して行う，バイオメトリック登録データレコード（37.03.10）の作成及び保存の失敗 

注釈 1 登録（37.05.08）不適格者を登録しないことは，登録失敗ではない。 

37.09.07 
登録失敗率，FTER（failure-to-enrol rate，FTER） 

バイオメトリック登録（37.05.03）トランザクション（37.06.45）の特定の集合のうち，登録失敗

（37.09.06）となった割合 

注釈 1 バイオメトリック登録トランザクションの数に基づく分母は，バイオメトリック取得対象者

（37.07.03）の数に基づく分母よりも大きな値になる可能性がある。 

注釈 2 FTER が，提出されたバイオメトリックデータ（37.03.06）の品質（37.09.14）が原因で失敗した

トランザクションだけを測定する場合，分母には，非バイオメトリックな理由（すなわち，年

齢又は国籍による適格性の欠如）によって失敗したトランザクションを含めることは望ましく

ない。 

37.09.08 
誤一致（false match） 

異なるバイオメトリック取得対象者（37.07.03）からのバイオメトリックプローブ（37.03.14）とバイオ

メトリック参照（37.03.16）とが一致（37.03.31）しているとの比較判定（37.03.26）結果 

注釈 1 この定義は，誤一致をバイオメトリック特性（37.01.02）レベルではなく，対象者レベルだけを

考慮している。一人のバイオメトリック取得対象者の異なるバイオメトリック特性のバイオメ

トリックプローブ及びバイオメトリック参照を比較（37.05.07）する場合がある。これらの場合
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の幾つかには，例えば，同じバイオメトリックデータ対象者（37.07.05）の異なる指のガルトン

隆線を比較する場合，一致の比較判定は，誤りとみなすことが可能である。他の場合，例えば，

テキスト依存型話者認識において発音が間違っているパスフレーズを比較する場合，一致の比

較判定は，正しいとみなすことが可能である。 

37.09.09 
誤一致率，FMR（false match rate，FMR） 

完了したバイオメトリック非対比較試行（37.09.02）のうち，誤一致（37.09.08）となる割合 

注釈 1 誤一致率に対して計算される値は，しきい値（37.03.36），及び比較（37.05.07）プロセスの他の

パラメータ，及びバイオメトリック非対比較試行を定義するプロトコルに依存する。 

注釈 2 次の間の比較には，適切な考慮が必要である（ISO/IEC 19795-1 を参照）。 

－ 一卵性双生児 

－ 手形状の個人差を使用したバイオメトリック認識における左手と右手との外形の比較のよ

うに，関連する同じ個人からの異なるバイオメトリック特性（37.01.02） 

注釈 3 “完了”とは，比較判定（37.03.26）を行うために必要な計算処理を指し，すなわち，判定失敗

を除外する。 

37.09.10 
誤不一致（false non-match） 

同じバイオメトリック取得対象者（37.07.03）と同じバイオメトリック特性（37.01.02）からのバイオメ

トリックプローブ（37.03.14）及びバイオメトリック参照（37.03.16）に対する不一致（37.03.33）の比較

判定（37.03.26）結果 

注釈 1 バイオメトリックプローブ及びバイオメトリック参照が，異なったバイオメトリック特性であ

るとみなされる前に，バイオメトリック取得対象者の一部に関するシステム方針への不適合さ

が，どれだけ許容されるかについて考慮する必要がある。 

37.09.11 
誤不一致率，FNMR（false non-match rate，FNMR） 

完了したバイオメトリック非対比較試行（37.09.01）のうち誤不一致（37.09.10）となる割合 

注釈 1 誤不一致率に対して計算される値は，しきい値（37.03.36），及び比較（37.05.07）プロセスの他

のパラメータ，バイオメトリック対比較試行を定義するプロトコルに依存する。 

注釈 2 “完了”とは，比較判定（37.03.26）を行うために必要な計算処理を指し，すなわち，判定失敗

を除外する。 

37.09.12 
比較試行（comparison trial） 

性能評価のテストにおける単一のバイオメトリックプローブ（37.03.14）とバイオメトリック参照

（37.03.16）との比較（37.05.07） 

37.09.13 
品質スコア（quality score） 

バイオメトリックサンプル（37.03.21）が比較判定（37.03.26）を達成又は遂行できるという予測に対す

る適合性を表す定量値 

37.09.14 
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品質（quality） 
バイオメトリックサンプル（37.03.21）が，対象とするアプリケーションに指定された要件を満たす度

合 

注釈 1 品質は，バイオメトリックユーティリティ（37.09.16）の一つの側面である。 

37.09.15 
バイオメトリックキャラクター（biometric character） 

バイオメトリック獲得プロセス（37.05.01）中にコントロールできないバイオメトリック特性

（37.01.02）に関連した属性の一式 

例 傷跡，指紋特徴の数，眼けん（瞼）下垂（まぶたの垂れ下がり） 

注釈 1 キャラクターとは，バイオメトリック獲得プロセス中にコントロールできない属性のことであ

る。 

37.09.16 
バイオメトリックユーティリティ（biometric utility） 

バイオメトリックサンプル（37.03.21）がバイオメトリック認識（37.01.03）性能をサポートする度合い 

注釈 1 サンプル生体情報源のキャラクター，処理されたバイオメトリックサンプルの忠実度，及びバ

イオメトリックサンプル提示の適合性は，バイオメトリックサンプルのユーティリティに寄与

するか，又は同様に，バイオメトリックサンプルのユーティリティを低下させる。 

注釈 2 FMR（37.09.09），FNMR（37.09.11），FTER（37.09.07），FTAR（37.09.04）などの性能評価尺度

は，バイオメトリックユーティリティの指標である。 

37.09.17 
確認済みバイオメトリック要求（verified biometric claim） 

比較（37.05.07）によって確かめたバイオメトリック要求（37.06.04） 

注釈 1 “確かめる”とは，真実を決定するのではなく，しきい値（37.03.36）が満たされたことを示す。 

37.09.18 
受入れ（acceptance） 

確認済みバイオメトリック要求（37.09.17）に基づくトランザクション（37.06.45）の許可及び必須の業

務規則の履行 

37.09.19 
正しいシステム受入れ（true system acceptance） 

正しいバイオメトリック要求（37.09.20），確認済みバイオメトリック要求（37.09.17），及び必須の業務

規則の履行に基づくトランザクション（37.06.45）の許可 

注釈 1 確かめた要求は，ポジティブ（37.06.17 を参照）又はネガティブ（37.06.14 を参照）のいずれか

となり得る。 

37.09.20 
正しいバイオメトリック要求（true biometric claim） 

バイオメトリックプローブ（37.03.14）及びバイオメトリック参照（37.03.16）の出所に関する正式な申

告において，バイオメトリックシステム（37.02.03）の外部の情報を通じて正しいことが分かっているバ

イオメトリック要求（37.06.04） 

37.09.21 



33 
X 0037：0000 (ISO/IEC 2382-37：2022) 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

正しいシステム拒否（true system rejection） 
業務規則が満たされない場合，検出された誤ったバイオメトリック要求（37.09.22）又は受け入れられ

たバイオメトリック要求（37.06.04）（正しいか誤りかのいずれか）に基づいたトランザクション

（37.06.45）の拒否 

注釈 1 バイオメトリック要求は，ポジティブ（37.06.17 を参照）又はネガティブ（37.06.14 を参照）の

いずれかである。 

注釈 2 この用語は，運用時においてバイオメトリック要求が正しいか誤りかに関係せず，業務規則を満

たしていないことを理由として，バイオメトリック要求のトランザクションを正しく拒否する場面におい

て用いる。 

37.09.22 
誤ったバイオメトリック要求（false biometric claim） 

バイオメトリックプローブ（37.03.14）及びバイオメトリック参照（37.03.16）の出所に関する正式な申

告において，バイオメトリックシステム（37.02.03）の外部の情報を通じて誤りであることが分かってい

るバイオメトリック要求（37.03.14） 

37.09.23 
バイオメトリック忠実度（biometric fidelity） 

バイオメトリックサンプル（37.03.21）がバイオメトリック特性（37.01.02）又は生体情報源を表す度合

い 

注釈 1 バイオメトリックサンプルの忠実度は，環境，対象者の行動，技術に起因するコンポーネント

を含む。 

37.09.24 
バイオメトリック性能評価（biometric performance assessment） 

バイオメトリックシステム（37.02.03）が機能的及び非機能的要求事項をどの程度満たしているかの評

価 

37.09.25 
バイオメトリック参照比率（biometric reference ratio） 

全てのバイオメトリック登録データレコードに対するバイオメトリック参照（37.03.16）を含むバイオ

メトリック登録データレコード（37.03.10）の数の比率 

注釈 1 これは，登録方針が異なる登録サブシステムに対して，個別に列挙可能である。 

注釈 2 非適合の参照を参照とみなす。 

注釈 3 一部のバイオメトリックシステム（37.02.03）では，獲得可能なバイオメトリック特性（37.01.02）
が利用可能かどうかに関係なく，全ての申請者の登録が必要である。この比率は，バイオメト

リックサンプル（37.03.21）の獲得を規制するシステム能力及び方針に依存し，バイオメトリッ

ク登録データレコードにバイオメトリック参照がある特定の登録済み母集団の割合を特徴付け

る。 

37.09.26 
取得対象者運用拒否率（capture subject operational reject rate） 

バイオメトリック取得対象者（37.07.03）の運用上の拒否をもたらす確認トランザクション（37.06.21）
の割合 

注釈 1 運用上の拒否は，バイオメトリックシステム（37.02.03）のバイオメトリック要素に関連するも
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のに限定しない。 

37.09.27 
適合バイオメトリック参照比率（conformant biometric reference ratio） 

システム方針に適合（37.06.31）したバイオメトリック参照（37.03.16）を含むバイオメトリック登録デ

ータレコード（37.03.10）の数と，全てのバイオメトリック登録データレコードとの比率 

注釈 1 一部のバイオメトリックシステム（37.02.03）では，獲得可能なバイオメトリック特性（37.01.02）
が利用可能かどうかに関係なく，全ての申請者の登録が必要である。この比率は，バイオメト

リックシステムの能力及びバイオメトリックサンプル（37.03.21）の獲得を規制する方針に依存

し，バイオメトリック登録データレコードに適合するバイオメトリック参照をもつ特定の登録

済み母集団の割合を特徴付ける。 

注釈 2 これは，登録方針が異なる登録サブシステムに対して，個別に列挙可能である。 

注釈 3 使用できないバイオメトリック参照は，適合バイオメトリック参照比率から除外される。 

37.09.28 
人口統計学的差異（demographic differential） 

社会的に認められた人口セクターにおけるバイオメトリックシステム（37.02.03）の出力結果の差異の

度合い 

注釈 1 社会的に認められたセクターを，システムの外部と定義する。 

注釈 2 セクターは，政治的，法的，汎用的，医療的，性的指向，社会的，文化的，又は伝統的な考慮

によって定義することが可能である。 

37.09.29 
等誤り率，EER（equal error rate，EER） 
タイプ I 及びタイプ II の誤り割合が等しくなるときの値 

注釈 1 等誤り率は，タイプ I 及びタイプ II の誤り割合から直接観察することはできないが，補間によ

って求めることが可能である。 

注釈 2 この定義は，連続アウトプットスコアのバイオメトリックシステム（37.02.03）だけに適用する。 

注釈 3 定義にある“値”とは誤り率のことであり，タイプ I 及びタイプ II の誤り割合が等しくなると

きのしきい値ではない。 

37.09.30 
抽出失敗，FTX（failure to extract，FTX） 

バイオメトリックサンプル（37.03.21）からのバイオメトリック特徴抽出（37.05.04）の完了失敗 

37.09.31 
誤受入れ率，FAR（false accept rate，FAR） 

誤ったバイオメトリック要求（37.09.22）によるバイオメトリック（37.01.01）トランザクション

（37.06.45）を誤って受け入れた割合 

注釈 1 FAR は他人受入れ率と知られているが，この規格内での false に対する訳を“誤”又は“誤っ

た”に統一するため誤受入れ率とした。 

37.09.32 
誤受入れ識別率，FPIR（false positive identification rate，FPIR） 
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特定の順位及びしきい値（37.03.36）の条件で，一つ以上の識別子を返す非対（37.03.34）バイオメトリ

ック識別（37.08.02）検索の割合 

注釈 1 FPIR は，データベースの参照数（N）によって異なる。 

注釈 2 “受入れ”というバイオメトリック確認（37.08.03）に関係する用語を用いているが，ポジティ

ブバイオメトリック識別では，バイオメトリック確認と同様に正しいバイオメトリック要求

（37.09.20）が必要だからである。 

37.09.33 
誤拒否率，FRR（false reject rate，FRR） 

正しいバイオメトリック要求（37.09.20）が誤って拒否された確認トランザクション（37.06.21）の割合 

注釈 1 FRR は本人拒否率と知られているが，この規格内での false に対する訳を“誤”又は“誤った”

に統一するため誤拒否率とした。 

37.09.34 
正解（ground truth） 

正しいとみなされるデータセットアノテーションの集合 

注釈 1 個人のアノテーションは，データ集合の外部の情報から得る。 

注釈 2 新しい情報が利用可能になるにつれて，個人のアノテーションを，改良する可能性がある。 

37.09.35 
訓練データ（training data） 

バイオメトリックアルゴリズム（37.04.02）又はバイオメトリックモデル（37.03.13）の開発及び調整に

使用するデータ 
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用語索引（五十音順） 

 
【あ】 

誤ったバイオメトリック要求（false biometric claim） 37.09.22 

一対一比較（one-to-one comparison） 37.05.10 

一対多検索（one-to-many search） 37.05.12 

一対多比較（one-to-many comparison） 37.05.11 

一致（名詞）［match（noun）］ 37.03.31 

受入れ（acceptance） 37.09.18 

【か】 

獲得失敗，FTA（failure to acquire，FTA） 37.09.03 

獲得失敗率，FTAR（failure-to-acquire rate，FTAR） 37.09.04 

獲得済みバイオメトリックサンプル（acquired biometric sample） 37.03.42 

獲得する（acquire） 37.06.02 

獲得プロファイル（acquisition profile） 37.03.43 

確認試行（verification attempt） 37.06.20 

確認済みバイオメトリック要求（verified biometric claim） 37.09.17 

確認する（verify） 37.08.06 

確認トランザクション（verification transaction） 37.06.21 

仮名化バイオメトリックデータレコード（pseudonymized biometric data record） 37.03.49 

キャプチャー済みバイオメトリックサンプル，取得済みバイオメトリックサンプル（captured biometric 

sample） 37.03.25 

協力的（形容詞）（cooperative） 37.06.30 

協力的提示（cooperative presentation） 37.06.13 

協力的バイオメトリック取得対象者（cooperative biometric capture subject） 37.07.11 

訓練データ（training data） 37.09.35 

誤一致（false match） 37.09.08 

誤一致率，FMR（false match rate，FMR） 37.09.09 

攻撃的バイオメトリック取得対象者（subversive biometric capture subject） 37.07.17 

攻撃的利用者（subversive user） 37.07.18 

誤受入れ識別率，FPIR（false positive identification rate，FPIR） 37.09.32 

誤受入れ率，FAR（false accept rate，FAR） 37.09.31 

誤拒否率，FRR（false reject rate，FRR） 37.09.33 

誤不一致（false non-match） 37.09.10 

誤不一致率，FNMR（false non-match rate，FNMR） 37.09.11 

【さ】 

再登録（re-enrolment） 37.05.13 

詐欺バイオメトリック登録データレコード（fraudulent biometric enrolment data record） 37.03.29 

参照エイジング（reference ageing） 37.03.41 

ジェンダー（gender） 37.07.31 
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しきい値（名詞）［threshold（noun）］ 37.03.36 

しきい値処理をする（動詞），絞り込む（動詞）［threshold（verb），filter（verb）］ 37.05.14 

識別する（identify） 37.08.05 

システム参加率（system participation ratio） 37.02.07 

取得試行（capture attempt） 37.06.08 

取得失敗，FTC（failure to capture，FTC） 37.09.05 

取得対象者運用拒否（capture subject operational rejection） 37.06.37 

取得対象者運用拒否率（capture subject operational reject rate） 37.09.26 

取得タスク（capture task） 37.06.09 

取得対象者訓練（capture subject training） 37.06.23 

取得対象者習熟度（capture subject habituation） 37.06.24 

取得トランザクション（capture transaction） 37.06.10 

習熟した取得対象者（habituated capture subject） 37.07.24 

習熟していない取得対象者（non-habituated capture subject） 37.07.25 

受容可能な取得試行（acceptable capture attempt） 37.06.33 

受容可能なバイオメトリック取得試行（acceptable biometric capture attempt） 37.06.01 

受容できない取得試行（unacceptable capture attempt） 37.06.18 

人口統計学的差異（demographic differential） 37.09.28 

正解（ground truth） 37.09.34 

正規化（normalize） 37.03.50 

誠実な提示（bona-fide presentation） 37.06.36 

性別（sex） 37.07.30 

【た】 

正しいシステム受入れ（true system acceptance） 37.09.19 

正しいシステム拒否（true system rejection） 37.09.21 

正しいバイオメトリック要求（true biometric claim） 37.09.20 

単一バイオメトリックシステム（monobiometric system） 37.02.09 

中間バイオメトリックサンプル（intermediate biometric sample） 37.03.30 

中間バイオメトリックサンプル処理（intermediate biometric sample processing） 37.05.09 

抽出失敗，FTX（failure to extract，FTX） 37.09.30 

重複バイオメトリック登録検査（duplicate biometric enrolment check） 37.08.04 

対（形容詞）［mated（adj）］ 37.03.32 

提示攻撃機具，PAI（presentation attack instrument，PAI） 37.06.44 

提示攻撃検知，PAD（presentation attack detection，PAD） 37.06.42 

提示攻撃検知特徴（presentation attack detection feature） 37.06.43 

適合（形容詞）（conformant） 37.06.31 

適合取得試行（conformant capture attempt） 37.06.12 

適合バイオメトリック参照率（conformant biometric reference rate） 37.03.38 

適合バイオメトリック参照比率（conformant biometric reference ratio） 37.09.27 

適合バイオメトリック提示（conformant biometric presentation） 37.06.38 
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等誤り率，EER（equal error rate，EER） 37.09.29 

登録再アクティブ化（enrolment reactivation） 37.06.40 

登録失敗，FTE（failure to enrol，FTE） 37.09.06 

登録失敗率，FTER（failure-to-enrol rate，FTER） 37.09.07 

登録する（enrol） 37.05.08 

登録適格率（enrolment eligibility ratio） 37.03.40 

登録非アクティブ化（enrolment deactivation） 37.06.39 

登録抹消（de-enrolment） 37.06.41 

匿名バイオメトリックデータレコード（anonymized biometric data record） 37.03.01 

トランザクション（transaction） 37.06.45 

【な】 

認証（authentication） 37.08.01 

ネガティブバイオメトリック要求（negative biometric claim） 37.06.14 

【は】 

バイオメトリック（形容詞）［biometric（adj）］ 37.01.01 

バイオメトリックアテンダント（biometric attendant） 37.07.02 

バイオメトリックアプリケーションデータベース（biometric application database） 37.03.02 

バイオメトリックアプリケーション適合プロファイル（biometric application conformance profile） 

37.03.44 

バイオメトリックアプリケーション判定（biometric application decision） 37.03.03 

バイオメトリックアルゴリズム（biometric algorithm） 37.04.02 

バイオメトリックインスタンス（biometric instance） 37.03.46 

バイオメトリック隠ぺい攻撃（biometric concealment attack） 37.06.28 

バイオメトリック隠ぺい者（biometric concealer） 37.07.21 

バイオメトリック運用要員（biometric operational personnel） 37.07.07 

バイオメトリック回避者（biometric avoider） 37.07.22 

バイオメトリック獲得プロセス（biometric acquisition process） 37.05.01 

バイオメトリック確認（biometric verification） 37.08.03 

バイオメトリック確認システム（biometric verification system） 37.02.04 

バイオメトリック確認判定（biometric verification decision） 37.03.23 

バイオメトリックキャラクター（biometric character） 37.09.15 

バイオメトリック検索（biometric search） 37.05.06 

バイオメトリック攻撃的隠ぺい者（biometric subversive concealer） 37.07.12 

バイオメトリック候補（biometric candidate） 37.03.04 

バイオメトリック候補スコア（biometric candidate score） 37.03.24 

バイオメトリック候補リスト（biometric candidate list） 37.03.05 

バイオメトリック誤受入れ（biometric false acceptance） 37.06.05 

バイオメトリック誤拒否（biometric false rejection） 37.06.06 

バイオメトリック参照（biometric reference） 37.03.16 

バイオメトリック参照識別子（biometric reference identifier） 37.03.19 
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バイオメトリック参照データベース（biometric reference database） 37.03.17 

バイオメトリック参照データレコード（biometric reference data record） 37.03.18 

バイオメトリック参照適応（biometric reference adaptation） 37.05.05 

バイオメトリック参照比率（biometric reference ratio） 37.09.25 

バイオメトリック参照率（biometric reference rate） 37.03.39 

バイオメトリックサンプル（biometric sample） 37.03.21 

バイオメトリック識別（biometric identification） 37.08.02 

バイオメトリック識別システム（biometric identification system） 37.02.02 

バイオメトリック識別判定（biometric identification decision） 37.03.12 

バイオメトリックシステム（biometric system） 37.02.03 

バイオメトリックシステムオペレーター（biometric system operator） 37.07.08 

バイオメトリックシステム所有者（biometric system owner） 37.07.09 

バイオメトリックシステムトランザクション（biometric system transaction） 37.06.35 

バイオメトリック取得（biometric capture） 37.06.03 

バイオメトリック取得回避攻撃（biometric capture avoidance attack） 37.06.26 

バイオメトリック取得サブシステム（biometric capture subsystem） 37.02.01 

バイオメトリック取得装置（biometric capture device） 37.04.01 

バイオメトリック取得対象者（biometric capture subject） 37.07.03 

バイオメトリック取得プロセス（biometric capture process） 37.05.02 

バイオメトリック申請者（biometric applicant） 37.07.01 

バイオメトリック性能評価（biometric performance assessment） 37.09.24 

バイオメトリック属性（biometric property） 37.03.15 

バイオメトリック忠実度（biometric fidelity） 37.09.23 

バイオメトリック対比較試行（biometric mated comparison trial） 37.09.01 

バイオメトリック提示（biometric presentation） 37.06.07 

バイオメトリック提示攻撃（biometric presentation attack） 37.06.25 

バイオメトリック提示攻撃方法（biometric presentation attack method） 37.06.34 

バイオメトリックデータ（biometric data） 37.03.06 

バイオメトリックデータ違反（biometric data breach） 37.03.45 

バイオメトリックデータコントローラー（biometric data controller） 37.07.26 

バイオメトリックデータ対象者（biometric data subject） 37.07.05 

バイオメトリックデータプロセッサー（biometric data processor） 37.07.27 

バイオメトリックデータベース（biometric database） 37.03.07 

バイオメトリックデータ保護機関（biometric data protection authority） 37.07.28 

バイオメトリックデータ保護責任者（biometric data protection officer） 37.07.29 

バイオメトリックデータレコード（biometric data record） 37.03.08 

バイオメトリックテンプレート，参照バイオメトリック特徴集合（biometric template，reference biometric 

feature set）  37.03.22 

バイオメトリック統合（biometric fusion） 37.02.08 

バイオメトリック登録（biometric enrolment） 37.05.03 
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バイオメトリック登録者（biometric enrollee） 37.07.06 

バイオメトリック登録データベース（biometric enrolment database） 37.03.09 

バイオメトリック登録データレコード（biometric enrolment data record） 37.03.10 

バイオメトリック特性（biometric characteristic） 37.01.02 

バイオメトリック特性試験官（biometric characteristics examiner） 37.07.04 

バイオメトリック特徴（biometric feature） 37.03.11 

バイオメトリック特徴抽出（biometric feature extraction） 37.05.04 

バイオメトリック偽者（biometric impostor） 37.07.13 

バイオメトリック偽者攻撃（biometric impostor attack） 37.06.29 

バイオメトリック認識，バイオメトリクス（biometric recognition，biometrics） 37.01.03 

バイオメトリック非対比較試行（biometric non-mated comparison trial） 37.09.02 

バイオメトリック表現（biometric representation） 37.03.20 

バイオメトリックプローブ，バイオメトリック問合せ（biometric probe，biometric query） 37.03.14 

バイオメトリックモデル（biometric model） 37.03.13 

バイオメトリックユーティリティ（biometric utility） 37.09.16 

バイオメトリック要求（biometric claim） 37.06.04 

バイオメトリックわい（歪）曲攻撃（biometric distortion attack） 37.06.27 

バイオメトリックわい（歪）曲者（biometric distorter） 37.07.23 

比較（comparison） 37.05.07 

比較試行（comparison trial） 37.09.12 

比較スコア（comparison score） 37.03.27 

比較判定（comparison decision） 37.03.26 

非協力的提示（uncooperative presentation） 37.06.19 

非協力的バイオメトリック取得対象者（uncooperative biometric capture subject） 37.07.19 

非攻撃的バイオメトリック取得対象者（non-subversive biometric capture subject） 37.07.15 

非攻撃的利用者（non-subversive user） 37.07.16 

非対（形容詞）［non-mated（adj）］ 37.03.34 

非適合取得試行（non-conformant capture attempt） 37.06.15 

非類似度スコア，距離スコア（dissimilarity score，distance score） 37.03.28 

品質（quality） 37.09.14 

品質スコア（quality score） 37.09.13 

不一致（名詞）［non-match（noun）］ 37.03.33 

プロファイル（profile） 37.03.48 

ポジティブバイオメトリック要求（positive biometric claim） 37.06.17 

【ま】 

マルチインスタンス（multi-instance） 37.03.47 

マルチ提示システム，多提示システム（multipresentation system） 37.02.11 

マルチバイオメトリック，多バイオメトリック（形容詞）［multibiometric（adj）］ 37.02.12 

マルチバイオメトリックシステム，多バイオメトリックシステム（multibiometric system） 37.02.10 

マルチモーダル，多方式（の）（multimodal） 37.02.06 
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未特定バイオメトリックデータ（unidentified biometric data） 37.03.37 

無関心提示（indifferent presentation） 37.06.16 

無関心バイオメトリック取得対象者（indifferent biometric capture subject） 37.07.14 

モード（mode） 37.02.05 

【や】 

要求者（claimant） 37.07.10 

【ら】 

理解あり提示（cognizant presentation） 37.06.11 

理解している（形容詞）（cognizant） 37.06.32 

理解なし提示（non-cognizant presentation） 37.06.22 

利用者（user） 37.07.20 

類似度スコア（similarity score） 37.03.35 
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用語索引（アルファベット順） 

 
【A】 

acceptable biometric capture attempt（受容可能なバイオメトリック取得試行） 37.06.01 

acceptable capture attempt（受容可能な取得試行） 37.06.33 

acceptance（受入れ） 37.09.18 

acquire（獲得する） 37.06.02 

acquired biometric sample（獲得済みバイオメトリックサンプル） 37.03.42 

acquisition profile（獲得プロファイル） 37.03.43 

anonymized biometric data record（匿名バイオメトリックデータレコード） 37.03.01 

authentication（認証） 37.08.01 

【B】 

biometric acquisition process（バイオメトリック獲得プロセス） 37.05.01 

biometric algorithm（バイオメトリックアルゴリズム） 37.04.02 

biometric applicant（バイオメトリック申請者） 37.07.01 

biometric application conformance profile（バイオメトリックアプリケーション適合プロファイル） 

37.03.44 

biometric application database（バイオメトリックアプリケーションデータベース） 37.03.02 

biometric application decision（バイオメトリックアプリケーション判定） 37.03.03 

biometric attendant（バイオメトリックアテンダント） 37.07.02 

biometric avoider（バイオメトリック回避者） 37.07.22 

biometric candidate（バイオメトリック候補） 37.03.04 

biometric candidate list（バイオメトリック候補リスト） 37.03.05 

biometric candidate score（バイオメトリック候補スコア） 37.03.24 

biometric capture（バイオメトリック取得） 37.06.03 

biometric capture avoidance attack（バイオメトリック取得回避攻撃） 37.06.26 

biometric capture device（バイオメトリック取得装置） 37.04.01 

biometric capture process（バイオメトリック取得プロセス） 37.05.02 

biometric capture subject（バイオメトリック取得対象者） 37.07.03 

biometric capture subsystem（バイオメトリック取得サブシステム） 37.02.01 

biometric character（バイオメトリックキャラクター） 37.09.15 

biometric characteristic（バイオメトリック特性） 37.01.02 

biometric characteristics examiner（バイオメトリック特性試験官） 37.07.04 

biometric claim（バイオメトリック要求） 37.06.04 

biometric concealer（バイオメトリック回避者） 37.07.21 

biometric concealment attack（バイオメトリック隠ぺい攻撃） 37.06.28 

biometric data（バイオメトリックデータ） 37.03.06 

biometric data breach（バイオメトリックデータ違反） 37.03.45 

biometric data controller（バイオメトリックデータコントローラー） 37.07.26 

biometric data processor（バイオメトリックデータプロセッサー） 37.07.27 
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biometric data protection authority（バイオメトリックデータ保護機関） 37.07.28 

biometric data protection officer（バイオメトリックデータ保護責任者） 37.07.29 

biometric data record（バイオメトリックデータレコード） 37.03.08 

biometric data subject（バイオメトリックデータ対象者） 37.07.05 

biometric database（バイオメトリックデータベース） 37.03.07 

biometric distorter（バイオメトリックわい（歪）曲者） 37.07.23 

biometric distortion attack（バイオメトリックわい（歪）曲攻撃） 37.06.27 

biometric enrollee（バイオメトリック登録者） 37.07.06 

biometric enrolment（バイオメトリック登録） 37.05.03 

biometric enrolment data record（バイオメトリック登録データレコード） 37.03.10 

biometric enrolment database（バイオメトリック登録データベース） 37.03.09 

biometric false acceptance（バイオメトリック誤受入れ） 37.06.05 

biometric false rejection（バイオメトリック誤拒否） 37.06.06 

biometric feature（バイオメトリック特徴） 37.03.11 

biometric feature extraction（バイオメトリック特徴抽出） 37.05.04 

biometric fidelity（バイオメトリック忠実度） 37.09.23 

biometric fusion（バイオメトリック統合） 37.02.08 

biometric identification（バイオメトリック識別） 37.08.02 

biometric identification decision（バイオメトリック識別判定） 37.03.12 

biometric identification system（バイオメトリック識別システム） 37.02.02 

biometric impostor（バイオメトリック偽者） 37.07.13 

biometric impostor attack（バイオメトリック偽者攻撃） 37.06.29 

biometric instance（バイオメトリックインスタンス） 37.03.46 

biometric mated comparison trial（バイオメトリック対比較試行） 37.09.01 

biometric model（バイオメトリックモデル） 37.03.13 

biometric non-mated comparison trial（バイオメトリック非対比較試行） 37.09.02 

biometric operational personnel（バイオメトリック運用要員） 37.07.07 

biometric performance assessment（バイオメトリック性能評価） 37.09.24 

biometric presentation（バイオメトリック提示） 37.06.07 

biometric presentation attack（バイオメトリック提示攻撃） 37.06.25 

biometric presentation attack method（バイオメトリック提示攻撃方法） 37.06.34 

biometric probe，biometric query（バイオメトリックプローブ，バイオメトリック問合せ） 37.03.14 

biometric property（バイオメトリック属性） 37.03.15 

biometric recognition，biometrics（バイオメトリック認識，バイオメトリクス） 37.01.03 

biometric reference（バイオメトリック参照） 37.03.16 

biometric reference adaptation（バイオメトリック参照適応） 37.05.05 

biometric reference data record（バイオメトリック参照データレコード） 37.03.18 

biometric reference database（バイオメトリック参照データベース） 37.03.17 

biometric reference identifier（バイオメトリック参照識別子） 37.03.19 

biometric reference rate（バイオメトリック参照率） 37.03.39 
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biometric reference ratio（バイオメトリック参照比率） 37.09.25 

biometric representation（バイオメトリック表現） 37.03.20 

biometric sample（バイオメトリックサンプル） 37.03.21 

biometric search（バイオメトリック検索） 37.05.06 

biometric subversive concealer（バイオメトリック攻撃的隠ぺい者） 37.07.12 

biometric system（バイオメトリックシステム） 37.02.03 

biometric system operator（バイオメトリックシステムオペレーター） 37.07.08 

biometric system owner（バイオメトリックシステム所有者） 37.07.09 

biometric system transaction（バイオメトリックシステムトランザクション） 37.06.35 

biometric template，reference biometric feature set（バイオメトリックテンプレート，参照バイオメトリッ

ク特徴集合） 37.03.22 

biometric utility（バイオメトリックユーティリティ） 37.09.16 

biometric verification（バイオメトリック確認） 37.08.03 

biometric verification decision（バイオメトリック確認判定） 37.03.23 

biometric verification system（バイオメトリック確認システム） 37.02.04 

biometric（adj）（バイオメトリック［形容詞］） 37.01.01 

bona-fide presentation（誠実な提示） 37.06.36 

【C】 

capture attempt（取得試行） 37.06.08 

capture subject habituation（取得対象者習熟度） 37.06.24 

capture subject operational reject rate（取得対象者運用拒否率） 37.09.26 

capture subject operational rejection（取得対象者運用拒否） 37.06.37 

capture subject training（取得対象者訓練） 37.06.23 

capture task（取得タスク） 37.06.09 

capture transaction（取得トランザクション） 37.06.10 

captured biometric sample（キャプチャー済みバイオメトリックサンプル，取得済みバイオメトリックサ

ンプル） 37.03.25 

claimant（要求者） 37.07.10 

cognizant（理解している［形容詞］） 37.06.32 

cognizant presentation（理解あり提示） 37.06.11 

comparison（比較） 37.05.07 

comparison decision（比較判定） 37.03.26 

comparison score（比較スコア） 37.03.27 

comparison trial（比較試行） 37.09.12 

conformant（適合） 37.06.31 

conformant biometric presentation（適合バイオメトリック提示） 37.06.38 

conformant biometric reference rate（適合バイオメトリック参照率） 37.03.38 

conformant biometric reference ratio（適合バイオメトリック参照比率） 37.09.27 

conformant capture attempt（適合取得試行） 37.06.12 

cooperative（協力的） 37.06.30 
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cooperative biometric capture subject（協力的バイオメトリック取得対象者） 37.07.11 

cooperative presentation（協力的提示） 37.06.13 

【D】 

de-enrolment（登録抹消） 37.06.41 

demographic differential（人口統計学的差異） 37.09.28 

dissimilarity score，distance score（非類似度スコア，距離スコア） 37.03.28 

duplicate biometric enrolment check（重複バイオメトリック登録検査） 37.08.04 

【E】 

enrol（登録する） 37.05.08 

enrolment deactivation（登録非アクティブ化） 37.06.39 

enrolment eligibility ratio（登録適格率） 37.03.40 

enrolment reactivation（登録再アクティブ化） 37.06.40 

equal error rate，EER（等誤り率，EER） 37.09.29 

【F】 

failure to acquire，FTA（獲得失敗，FTA） 37.09.03 

failure to capture，FTC（取得失敗，FTC） 37.09.05 

failure to enrol，FTE（登録失敗，FTE） 37.09.06 

failure to extract，FTX（抽出失敗，FTX） 37.09.30 

failure-to-acquire rate，FTAR（獲得失敗率，FTAR） 37.09.04 

failure-to-enrol rate，FTER（登録失敗率，FTER） 37.09.07 

false accept rate，FAR（誤受入れ率，FAR） 37.09.31 

false biometric claim（誤ったバイオメトリック要求） 37.09.22 

false match（誤一致） 37.09.08 

false match rate，FMR（誤一致率，FMR） 37.09.09 

false non-match（誤不一致） 37.09.10 

false non-match rate，FNMR（誤不一致率，FNMR） 37.09.11 

false positive identification rate，FPIR（誤受入れ識別率，FPIR） 37.09.32 

false reject rate，FRR（誤拒否率，FRR） 37.09.33 

fraudulent biometric enrolment data record（詐欺バイオメトリック登録データレコード） 37.03.29 

【G】 

gender（ジェンダー） 37.07.31 

ground truth（正解） 37.09.34 

【H】 

habituated capture subject（習熟した取得対象者） 37.07.24 

【I】 

identify（識別する） 37.08.05 

indifferent biometric capture subject（無関心バイオメトリック取得対象者） 37.07.14 

indifferent presentation（無関心提示） 37.06.16 

intermediate biometric sample（中間バイオメトリックサンプル） 37.03.30 

intermediate biometric sample processing（中間バイオメトリックサンプル処理） 37.05.09 
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【M】 

match（noun）（一致［名詞］） 37.03.31 

mated（adj）（対［形容詞］） 37.03.32 

mode（モード） 37.02.05 

monobiometric system（単一バイオメトリックシステム） 37.02.09 

multibiometric system（マルチバイオメトリックシステム，多バイオメトリックシステム） 37.02.10 

multibiometric（adj）（マルチバイオメトリック，多バイオメトリック［形容詞］） 37.02.12 

multi-instance（マルチインスタンス） 37.03.47 

multimodal［マルチモーダル，多方式（の）］ 37.02.06 

multipresentation system（マルチ提示システム，多提示システム） 37.02.11 

【N】 

negative biometric claim（ネガティブバイオメトリック要求） 37.06.14 

non-cognizant presentation（理解なし提示） 37.06.22 

non-conformant capture attempt（非適合取得試行） 37.06.15 

non-habituated capture subject（習熟していない取得対象者） 37.07.25 

non-match（noun）（不一致［名詞］） 37.03.33 

non-mated（adj）（非対［形容詞］） 37.03.34 

non-subversive biometric capture subject（非攻撃的バイオメトリック取得対象者） 37.07.15 

non-subversive user（非攻撃的利用者） 37.07.16 

normalize（正規化） 37.03.50 

【O】 

one-to-many comparison（一対多比較） 37.05.11 

one-to-many search（一対多検索） 37.05.12 

one-to-one comparison（一対一比較） 37.05.10 

【P】 

positive biometric claim（ポジティブバイオメトリック要求） 37.06.17 

presentation attack detection feature（提示攻撃検知特徴） 37.06.43 

presentation attack detection，PAD（提示攻撃検知） 37.06.42 

presentation attack instrument，PAI（提示攻撃機具，PAI） 37.06.44 

profile（プロファイル） 37.03.48 

pseudonymized biometric data record（仮名化バイオメトリックデータレコード） 37.03.49 

【Q】 

Quality（品質） 37.09.14 

quality score（品質スコア） 37.09.13 

【R】 

re-enrolment（再登録） 37.05.13 

reference ageing（参照エイジング） 37.03.41 

【S】 

sex（性別） 37.07.30 

similarity score（類似度スコア） 37.03.35 
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subversive biometric capture subject（攻撃的バイオメトリック取得対象者） 37.07.17 

subversive user（攻撃的利用者） 37.07.18 

system participation ratio（システム参加率） 37.02.07 

【T】 

threshold（noun）（しきい値［名詞］） 37.03.36 

threshold（verb），filter（verb）（しきい値処理をする［動詞］，絞り込む［動詞］） 37.05.14 

training data（訓練データ） 37.09.35 

transaction（トランザクション） 37.06.45 

true biometric claim（正しいバイオメトリック要求） 37.09.20 

true system acceptance（正しいシステム受入れ） 37.09.19 

true system rejection（正しいシステム拒否） 37.09.21 

【U】 

unacceptable capture attempt（受容できない取得試行） 37.06.18 

uncooperative biometric capture subject（非協力的バイオメトリック取得対象者） 37.07.19 

uncooperative presentation（非協力的提示） 37.06.19 

unidentified biometric data（未特定バイオメトリックデータ） 37.03.37 

user（利用者） 37.07.20 

【V】 

verification attempt（確認試行） 37.06.20 

verification transaction（確認トランザクション） 37.06.21 

verified biometric claim（確認済みバイオメトリック要求） 37.09.17 

verify（確認する） 37.08.06 

 




